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　歳出総額 　歳出総額 ４５４４５４億円余億円余を認定を認定
2023年度決算

一般会計決算

特別会計決算

公営企業会計決算

　市税収入は約65億3500万円で、市民一人当たりでは県内19市中少ない方から２番目。「信州須
坂ふるさと応援寄附金」は、寄附受入件数及び金額ともに県内市町村第１位、過去最高の約39億
2000万円となった。
　国による給付金や福祉医療費給付金の対象を拡大したことなどで扶助費が増えたが、インター
周辺開発に伴う周辺道路整備などの減で、支出総額は４年ぶりに300億円を下回った。

区分 収入 支出
水道事業会計 収益的収入及び支出 13億944万円 10億1215万円

資本的収入及び支出 6億5,652万円 13億4153万円
下水道事業会計 収益的収入及び支出 19億7654万円 18億680万円

資本的収入及び支出 9億7625万円 18億1362万円
宅地造成事業会計 収益的収入及び支出 801万円 905万円

歳入（収入済額）　303億7528万円（前年度対比97.1％）
歳出（支出済額）　294億4342万円（前年度対比97.2％）

　今定例会は、2023 年度決算認定議案８件のほか、2024 年度補正予算案や条例案・
人事案など 16 件を審議し、全て原案のとおり可決・認定・同意等した。
また、請願１件を採択し、意見書５件を可決、１件を否決した。

月9
定例会

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
３
８
６
７
万
円
余
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
加

・
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
に
小
児

科
診
療
拡
充
試
行

・
ま
い
さ
ぽ
須
坂
移
転

・
創
造
の
家
駐
車
場
舗
装
工
事

費
増
額

・
河
川
管
理
費
増
額

・
職
員
研
修
委
託
料
な
ど

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
３
８
８
万
円
を
追
加

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
５
６
７
９
万
円
を
追
加

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
１
８
２
万
円
を
追
加

・
各
特
別
会
計
と
も
、
前
年
度

決
算
確
定
に
伴
う
拠
出
金
、

積
立
金
、
返
還
金
、
繰
出
金

等
の
増
額

一
般
会
計
（
第
３
号
）

国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
（
第
２
号
）

介
護
保
険

　

特
別
会
計
（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計
（
第
１
号
）

２
０
２
４
年
度
補
正
予
算

国民健康保険特別会計
　収入　47億8663万円
　　　　　　　（前年度対比98.8％）

　支出　47億491万円
　　　　　　　（前年度対比99.0％）

介護保険特別会計
　収入　46億8087万円
　　　　　　　（前年度対比101.8％）
　支出　45億3084万円
　　　　　　　（前年度対比102.0％）

井上、幸高、九反田、中島財産区特別会計
　収入　834万円
　　　　　　　（前年度対比96.6％）
　支出　778万円
　　　　　　　（前年度対比104.1％）

後期高齢者医療特別会計
　収入　７億9434万円
　　　　　　　（前年度対比100.5％）

　支出　７億9278万円
　　　　　　　（前年度対比100.7％）

※１万円未満を切捨てて表記しています。

決算資料
（議会事務局調）

補正予算の
概要

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会

議
決
結
果

議
案
審
議
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予
算
・
決
算
を
審
査
す
る

た
め
、
議
長
を
除
く
全
議
員

19
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

今
定
例
会
で
は
、
常
任
委

員
会
と
同
じ
構
成
の
分
科
会

に
、
通
常
の
補
正
予
算
に
加

え
決
算
の
詳
細
部
分
の
審
査

（
４
・
５
㌻
）
を
委
任
し
、

一
般
質
問
に
先
立
っ
て
の
決

算
に
関
す
る
総
括
質
疑
（
下

記
）
、
分
科
会
か
ら
の
審
査

報
告
を
受
け
、
全
体
会
で
審

査
を
行
っ
た
。
（
写
真
）

　

採
決
の
結
果
、
全
議
案
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
認
定
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

  

第
３
号

委
員
長
要
望
事
項
を

本
会
議
で
可
決
し
、

市
長
に
提
出

　

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
小

児
科
で
、
医
師
派
遣
に
よ

る
診
療
を
試
行
的
に
行
う

こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、

小
児
科
医
療
体
制
確
保
対

策
は
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
切
実
な
問
題
で
あ
る
た

め
、
恒
常
的
な
医
師
確
保

を
目
指
し
、
地
域
の
小
児

科
医
療
体
制
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

予 算 決 算 特 別 委 員 会 報 告

予
算
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
岡
田
宗
之

副
委
員
長　
岩
田
修
二

総
括
質
疑

分
科
会
で
の
審
査
の
前
に
、
所
管
が
複
数
の
部
課
等
に
係
る
横
断
的
な

内
容
に
限
定
し
て
会
派
に
よ
る
総
括
質
疑
が
で
き
ま
す
。

（
総
括
質
疑
の
記
事
は
提
出
者
の
原
稿
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

問 

歳
入
総
額
が
前
年
度

対
比
97
・
１
％
と
な
っ
た

要
因
は
。

総
務
部
長　

イ
ン
タ
ー
周

辺
開
発
に
伴
う
道
路
整
備

事
業
の
内
示
額
が
当
初
見

込
み
よ
り
も
減
額
さ
れ
た

こ
と
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
開

発
に
お
け
る
開
発
事
業
者

負
担
金
の
皆
減
や
、
学
校

給
食
費
納
入
金
を
保
護
者

負
担
軽
減
の
た
め
一
部
返

還
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

と
考
え
て
い
る
。

問　

「
信
州
須
坂
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」
に
つ
い

て
、
手
数
料
、
委
託
料
が

寄
附
額
の
約
26
％
を
占
め

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

総
務
部
長　

民
間
事
業
者

に
支
払
う
こ
れ
ら
の
経
費

は
経
費
全
体
の
中
で
も
大

き
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、

一
定
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
経
費
削
減
の
た
め
に

様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

る
。

問　

剰
余
金
を
市
債
の
繰

上
償
還
に
充
当
し
た
理
由

は
。

副
市
長
　
近
年
は
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
て
を
優

先
し
、
年
度
間
の
財
源
調

整
を
行
っ
て
き
た
が
、
23

年
度
は
年
々
増
加
す
る
公

債
費
に
対
処
し
、
財
政
負

担
平
準
化
と
後
年
度
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
市
債

繰
上
償
還
に
充
当
し
た
。

問　

決
算
審
査
に
お
け
る

監
査
委
員
か
ら
の
意
見
に

対
す
る
見
解
は
。

副
市
長　

監
査
委
員
の
意

見
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の

と
お
り
で
あ
る
と
真
摯
に

受
け
止
め
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
適
正
な
事
務
執
行

に
し
っ
か
り
努
め
て
い
く
。

市
民
共
創
会

岩
田　

修
二

問 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
39
億
円
。
基
金
積
立
22

億
３
千
万
円
。
事
業
充
当

の
考
え
方
は
。

総
務
部
長　

受
益
者
負
担

で
賄
う
経
常
経
費
に
使
う

の
で
は
な
く
、
庁
舎
建
設

積
立
、
施
設
改
修
、
新
規

の
臨
時
的
経
費
に
使
う
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

公
費
負
担
が
増
加
す
る
施

策
は
慎
重
に
判
断
。

問　

決
算
書
の
実
質
収
支

は
大
幅
黒
字
で
基
金
も
多

額
に
積
立
て
ら
れ
て
い
る
。

福
祉
、
子
育
て
、
教
育
な

ど
受
益
者
負
担
を
軽
減
す

る
事
業
に
使
う
考
え
は
な

い
の
か
。

総
務
部
長　

「
ふ
る
さ
と

納
税
が
減
っ
た
の
で
や
め

ま
す
」
と
い
う
事
業
を
新

規
に
や
っ
て
い
い
の
か
ど

う
か
。
臨
時
的
経
費
を
基

本
と
す
る
考
え
だ
。

問　

財
政
調
整
基
金
、
減

債
基
金
、
公
共
施
設
等
整

備
基
金
の
３
基
金
だ
け
で

も
総
額
71
億
６
千
万
円
に

な
る
。
こ
こ
ま
で
積
み
立

て
る
理
由
は
。

総
務
部
長
　
財
政
調
整
基

金
は
、
財
源
調
整
に
よ
る

取
崩
し
を
取
り
や
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
増
加
。

減
債
基
金
は
、
財
源
調
整

で
生
じ
た
額
を
積
み
立
て

た
。
公
共
施
設
等
整
備
基

金
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
が
見
込
額
よ
り
増
加

し
た
の
で
積
み
立
て
た
。

問　

実
質
収
支
額
９
億
１

３
０
０
万
円
。
３
億
円
か

ら
５
億
円
程
度
は
余
裕
が

あ
る
。
必
要
な
事
業
に
充

当
す
る
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。

市
長　

結
果
的
に
生
じ
た

財
源
は
後
年
度
有
効
に
活

用
す
る
。

日
本
共
産
党

竹
内　
　

勉

監査委員
からの意見

議
決
結
果

議
案
審
議

一
般
質
問

分
科
会

委
員
会
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ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成

事
業　
　
　
　

47
万
円

Ｑ　

事
業
の
実
績
は
。

Ａ 

頭
髪
補
整
具
が
24
件
、

乳
房
補
整
具
が
４
件
で
計

28
件
の
補
助
を
行
っ
た
。

伴
走
型
相
談
支
援
及
び
出

産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

の
一
体
的
実
施
事
業

　
　
　
　
２
０
４
６
万
円

Ｑ　

遡
及
出
産
子
育
て
応

援
給
付
金
の
対
象
者
と
支

給
額
が
異
な
る
理
由
は
。

Ａ　

妊
娠
と
出
産
の
期
間

を
遡
及
し
て
対
象
者
を
拡

大
し
て
実
施
し
た
が
、
遡

及
期
間
に
両
方
申
請
可
能

な
場
合
と
そ
う
で
は
な
い

場
合
が
あ
っ
た
た
め
。

福
祉
医
療
費
給
付
金
事
業

　
　
３
億
４
４
７
０
万
円

Ｑ　

決
算
額
が
前
年
度
決

算
対
比
１
１
４
・
８
％
と

増
加
し
た
要
因
は
。

Ａ　

対
象
年
齢
を
18
歳
年

度
末
ま
で
に
拡
大
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
と
考
え
る
。

３
歳
児
加
配
保
育
士
の
拡

充　
　
　
　
５
２
２
万
円

Ｑ 

加
配
保
育
士
の
報
酬

時
間
単
価
は
１
０
７
５
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ

と
改
善
が
図
ら
れ
る
べ
き

で
は
。

Ａ 

今
年
は
１
１
２
６
円

と
し
て
お
り
、
近
年
は
給

与
改
定
が
図
ら
れ
て
い
る

中
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
国

際
交
流
事
業　

93
万
円

Ｑ 

ど
こ
の
国
の
方
と
交

流
し
た
の
か
。
ま
た
、
参

加
者
10
名
の
募
集
方
法
は
。

Ａ 

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
台
湾
の
５
か
国
の

方
と
交
流
を
行
っ
た
。
中

学
校
を
通
じ
て
募
集
し
、

希
望
生
徒
が
参
加
し
た
。

健
康
・
子
育
て
・
教
育

防
災
・
生
活

決
算
に
関
す
る
審
査

2 0 2 3
年 度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
作
成
業
務
委
託
料

３
６
８
万
円

Ｑ 

支
出
の
詳
細
は
。
高

額
と
感
じ
る
が
、
今
後
他

地
域
で
の
作
成
に
当
た
り
、

業
者
選
定
な
ど
費
用
を
下

げ
る
余
地
は
あ
る
か
。

Ａ　

主
な
支
出
は
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
支
払
う
人
件

費
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
３
回
開
催
。
他
に
業
務

を
取
り
扱
え
る
業
者
は
い

な
い
状
況
。

広
域
ご
み
処
理
推
進
事
業・

地
域
振
興
補
助
事
業

　
　
１
億
２
１
６
０
万
円

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と

今
後
の
見
込
み
は
。

Ａ　

集
会
場
整
備
事
業
で

10
棟
の
公
会
堂
が
建
設
又

は
建
設
予
定
で
あ
り
、
こ

の
ほ
か
福
沢
地
区
の
狭
あ

い
道
路
の
改
良
、
改
修
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
改
業

務　
　
　
１
６
６
１
万
円

Ｑ　

移
行
前
の
９
０
０
０

ペ
ー
ジ
を
２
０
０
０
ペ
ー

ジ
ま
で
圧
縮
す
る
な
ど
し

て
節
約
し
た
と
の
こ
と
だ

が
影
響
は
。

Ａ　

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
す
る
た
め
、
各
課
で

必
要
な
ペ
ー
ジ
の
精
査
を

行
っ
た
。
更
新
後
は
特
に

大
き
な
問
題
は
出
て
お
ら

ず
、
結
果
と
し
て
経
費
を

削
減
で
き
た
。

特
別
展
「
須
坂
の
太
平
洋

戦
争
」　
　
１
６
８
万
円

Ｑ　

期
間
中
１
９
５
６
人

の
入
館
者
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

Ａ　

今
後
も
市
民
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
企
画
展
を
考
え
て
い

く
。

※１万円未満を切捨てて表記しています。

博物館刊行の「須坂の太平洋戦争」図録と
復刻された「満州追憶記 大陸避難日記」

仁礼福沢地区水路改修工事実施個所を視察

天板が拡張された児童用机を視察

中学生オンライン国際交流の様子（市役所）

議
案
審
議

審
査
結
果

一
般
質
問

委
員
会

分
科
会
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水
道
事
業
会
計
の
施
設
整

備
費
不
用
額

　
　
２
億
６
９
０
７
万
円

Ｑ 

工
事
請
負
費
の
不
用

額
が
当
初
予
算
比
で
約
34

％
と
多
い
。
市
一
般
会
計

で
は
３
％
前
後
だ
が
、
そ

の
要
因
は
。

Ａ　

当
初
予
算
は
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
編
成
し

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
や
県
の
道
路
改
良
工

事
等
に
あ
わ
せ
て
老
朽
管

の
更
新
工
事
を
実
施
す
る

よ
う
計
画
し
た
が
、
本
体

工
事
に
遅
れ
を
生
じ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
、
更
新
で

き
ず
に
次
年
度
に
工
事
を

見
送
っ
た
た
め
。

下
水
道
事
業
会
計
純
利
益

の
減
少　
　
　
約
１
億
円

Ｑ　

比
較
損
益
計
算
書
の

純
利
益
を
見
る
と
、
19
年

度
か
ら
昨
年
度
ま
で
徐
々

に
減
少
し
て
い
る
。
特
に
、

22
年
度
と
昨
年
度
を
比
較

し
て
約
１
億
円
も
減
少
し

た
要
因
は
。

Ａ　

千
曲
川
流
域
下
水
道

事
務
所
へ
の
維
持
管
理
負

担
金
が
大
幅
に
増
加
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
。
具
体

的
に
は
、
電
気
料
等
の
高

騰
に
よ
る
影
響
で
負
担
金

も
増
加
し
た
。

排
水
機
場
ポ
ン
プ
整
備
負

担
金　
　
　
８
２
３
万
円

Ｑ　

県
営
土
地
改
良
事
業

県
営
農
村
地
域
防
災
減
災

事
業
負
担
金
の
事
業
成
果

と
し
て
、
相
之
島
排
水
機

場
の
４
号
ポ
ン
プ
の
整
備

を
行
っ
た
と
あ
る
が
、
整

備
は
完
了
し
た
の
か
。
完

了
し
た
場
合
は
越
水
の
心

配
は
な
い
の
か
。

Ａ　

４
号
ポ
ン
プ
は
今
年

度
も
引
き
続
き
整
備
を
行

う
。
排
水
機
場
は
農
地
防

災
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て

い
る
施
設
で
、
越
水
を
さ

せ
な
い
と
い
う
考
え
方
で

は
な
く
、
農
地
を
守
る
た

に
水
を
引
か
せ
る
も
の
。

農
地
が
30
㌢
を
超
え
る
た

ん
水
を
し
た
際
に
、
24
時

間
以
内
に
水
位
が
30
㌢
以

下
に
下
が
る
よ
う
ポ
ン
プ

を
設
置
し
て
い
る
。

農
業
後
継
者
対
策
事
業
・

経
営
発
展
支
援
事
業

　
　
　
　
２
０
５
９
万
円

Ｑ　

補
助
率
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
１
件
当
た

り
の
補
助
額
が
高
く
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

Ａ　

国
が
２
分
の
１
、
県

が
４
分
の
１
を
補
助
し
、

市
が
交
付
し
て
い
る
。
新

規
就
農
者
は
５
反
歩
ほ
ど

か
ら
経
営
を
始
め
て
い
る

た
め
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ

ー
ヤ
ー
、
大
型
機
械
が
必

要
と
な
り
、
補
助
額
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

湯
っ
蔵
ん
ど
修
繕
費

　
　
　
　
２
０
３
２
万
円

Ｑ　

22
年
度
の
修
繕
費
約

４
５
０
万
円
に
対
し
、
多

額
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

目
立
つ
修
繕
箇
所
が

多
く
あ
っ
た
た
め
費
用
が

か
か
っ
た
。
経
年
劣
化
し

た
部
分
も
多
く
、
引
き
続

き
、
来
館
者
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
修
繕
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

地
域
医
療
対
策
事
業

３
５
０
万
円

Ｑ　

県
立
信
州
医
療
セ
ン

タ
ー
の
小
児
科
で
行
う
医

師
派
遣
の
今
後
の
方
向
性

を
伺
い
た
い
。

Ａ　

市
内
開
業
の
小
児
科

医
院
が
休
診
日
の
水
曜
日

と
、
（
休
日
前
の
）
金
曜

日
の
週
２
回
、
信
大
医
学

部
附
属
病
院
か
ら
小
児
科

医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
１
年
半
か
け
て
検
証

す
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
託

料　
　
　
　
　
　
28
万
円

Ｑ　

能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
委
託
料
増
額
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　
市
社
協
が
５
人
以
上

の
団
体
を
、
12
月
ま
で
に

計
９
回
の
派
遣
を
見
込
む
。

創
造
の
家
整
備
事
業

７
６
４
万
円

Ｑ　

計
上
の
理
由
は
。

Ａ　

局
地
的
な
豪
雨
に
備

え
る
た
め
、
透
水
性
の
舗

装
、
大
型
の
浸
透
ま
す
等

が
必
要
と
判
明
し
た
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
建
設
関
連

で
負
担
金　
　
１
千
万
円

Ｑ　

権
五
郎
川
の
河
川
構

造
物
の
浮
き
上
が
り
防
止

対
策
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
ま
で
浮
き
上
っ
た
事
例

は
あ
る
の
か
。

Ａ　

起
き
て
い
る
。

Ｑ 

事
業
者
が
負
担
す
る

も
の
だ
と
思
う
。
市
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経

緯
は
。
ま
た
、
当
初
予
算

で
は
な
く
補
正
予
算
で
計

上
し
た
理
由
は
。

Ａ 

以
前
か
ら
浮
き
上
が

り
防
止
対
策
を
実
施
す
る

考
え
で
い
た
中
、
事
業
者

と
の
協
議
で
、
権
五
郎
川

に
蓋
を
か
け
る
工
事
と
あ

わ
せ
て
対
策
工
事
を
行
う

こ
と
に
双
方
合
意
し
、
市

の
負
担
を
決
め
た
。
イ
オ

ン
モ
ー
ル
の
工
期
が
短
く
、

８
月
に
工
事
が
決
定
し
た

た
め
、
当
初
で
は
な
く
補

正
予
算
と
な
っ
た
。

公
立
保
育
園
の
オ
ム
ツ
処

分
収
集
運
搬
業
務
委
託
料

減
額　
　
　
６
６
６
万
円

Ｑ　

減
額
の
理
由
は

Ａ　

24
年
１
月
の
事
業
開

始
の
際
の
概
算
見
積
で
は

９
０
０
万
円
程
か
か
る
見

込
み
だ
っ
た
が
、
入
札
し

た
と
こ
ろ
３
分
の
１
程
度

で
済
ん
だ
た
め
。

９
月
補
正
予
算
に
関
す
る
審
査

2 0 2 4
年 度

産
業
振
興
・
都
市
基
盤
整
備

権五郎川をまたぐ建設中のイオンモール

議
案
審
議

委
員
会

一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会
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Ｑ　

国
の
省
令
に
よ
り
、

専
門
職
の
職
員
配
置
基
準

が
緩
和
さ
れ
る
が
、
専

従
・
常
勤
職
員
の
配
置
基

準
を
守
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

支
援
の
質
が
低
下
し

な
い
よ
う
、
専
従
・
常
勤

の
職
員
を
で
き
る
限
り
確

保
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

《
全
会
一
致
で
可
決
》

国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

Ｑ　

改
正
の
目
的
は
。

Ａ　

従
来
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
が
廃
止
と

な
る
こ
と
に
伴

い
、
罰
則
規
定

の
う
ち
、
被
保

険
者
証
の
返
還

の
求
め
に
応
じ

な
い
場
合
の
規

定
を
削
る
も
の
。

　

《
全
会
一
致

で
可
決
》

調
査
研
究

井
上
地
域
公
民

館
・
児
童
ク
ラ

ブ
の
複
合
施
設

Ｑ 

当
初
予
算
に
計
上
せ

ず
、
突
然
の
説
明
の
理
由

は
。

Ａ 

児
童
ク
ラ
ブ
改
築
を

議
論
し
て
い
る
中
で
、
公

民
館
老
朽
化
の
影
響
も
考

慮
し
急
遽
立
案
し
た
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
及
び

公
民
館
の
利
用
拡
大

Ｑ 

利
用
拡
大
の
経
緯
は
。

Ａ 

時
代
の
流
れ
と
と
も

に
柔
軟
に
対
応
、
と
の
文

部
科
学
省
事
務
連
絡
を
受

け
た
も
の
。

Ｑ　

市
の
所
有
状
況
は
。

Ａ　

所
有
は
11
台
。
老
朽

化
で
オ
イ
ル
漏
れ
な
ど
の

不
具
合
が
あ
る
車
両
を
買

い
替
え
る
も
の
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

調
査
研
究

湯
っ
蔵
ん
ど
の
今
後
の
あ

り
方

Ｑ　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
施
時
期
は
。

Ａ　

な
る
べ
く
早
く
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 
調
査
方
法

と
回
収
方
法
は
。

Ａ 
な
が
の
電

子
申
請
サ
ー
ビ

ス
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
と
全

戸
配
布
で
調
査

す
る
。
全
戸
配

布
の
回
収
は
、

市
役
所
な
ど
に

設
置
の
回
収
箱

で
行
う
。

「
地
域
計
画
」
の
策
定

Ｑ　

目
的
は
何
か
。

Ａ　

農
業
人
口
が
減
少
す

る
中
、
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
た
め
、

地
域
の
話
合
い
に
よ
り
、

概
ね
10
年
後
を
見
据
え
た

地
域
計
画
と
目
標
地
図
を

作
成
し
、
食
料
生
産
の
確

保
に
繋
げ
て
い
く
。

Ｑ　

市
内
90
カ
所
以
上
の

設
備
交
換
だ
が
、
工
事
中

は
放
送
可
能
か
。

Ａ　

工
事
中
は
新
旧
の
設

備
を
併
設
し
、
旧
設
備
で

放
送
を
継
続
す
る
。
工
事

終
了
後
に
一
斉
に
切
り
替

え
る
。

Ｑ　

１
億
７
８
２
０
万
円

と
多
額
の
経
費
が
か
か
る

が
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
全
世

帯
に
配
る
検
討
は
。

Ａ　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
で
、
文
字
情
報
や

避
難
情
報
を
音
声
で
聞
く

こ
と
が
で
き
る
。

　
《
全
会
一
致
で
可
決
》

調
査
研
究

井
上
児
童
ク
ラ
ブ
・
地
域

公
民
館
の
複
合
施
設
案

Ｑ　

現
在
の
機
能
を
合
わ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
今
後

何
十
年
使
う
と
い
う
意
識

で
、
新
し
い
視
点
も
取
り

入
れ
て
検
討
を
す
べ
き
。

Ａ　

地
域
の
方
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

須
坂
市
立
小
中
学
校
こ
れ

か
ら
の
水
泳
学
習
方
針
案

Ｑ　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
、
校
外
プ
ー
ル
を
使

う
際
の
２
時
間
授
業
や
熱

中
症
対
策
な
ど
子
ど
も
の

安
全
確
保
を
心
配
す
る
声

が
あ
っ
た
。
方
針
に
き
ち

ん
と
生
か
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

水
泳
は
時
に
危
険
を

伴
う
授
業
で
も
あ
る
の
で

慎
重
に
進
め
た
い
。

総務文教
防
災
行
政
無
線
設
備
強

化
工
事
請
負
契
約
の
締

結
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【９月３日】
早川　航紀 	  P8

	● 「須坂」のブランド力向上に
ついて
	● 須坂市の農業の将来について

岡田　宗之 	  P9
	● 危機管理について
	● 広域連携について
	● 須坂市の諸課題について

宮本　泰也 	  P10
	● 市長の政治姿勢について
	● 福祉行政について
	● 情報公開と平和教育について
	● 公共施設の耐震化について

山崎　永一 	  P11
	● 須坂の教育ビジョンと推進につ
いて
	● 不登校と子どもの居場所につい
て

【９月４日】
荒井　敏 	  P12

	● 相続登記申請義務化と相続土地
国庫帰属制度
	● 市内霊園の状況
	● 放課後児童クラブについて

久保田　克彦 	  P13
	● 子どもの教育を受ける権利を保
障するために
	● 放課後児童クラブ指定管理につ
いて

岩田　修二 	  P14
	● 市民に安心安全を提供する上水

道事業について
	● ハラスメントについて
	● 公益通報者保護制度について

酒井　和裕 	  P15
	● 子どもたちへの食育推進とスポ
ーツによる健康づくりについて
	● 自然環境を守る活動の推進と森
林維持、ならびに利活用について

【９月５日】
浅野　隆義 	  P16

	● 都市ブランディングについて

水越　正和 	  P17
	● 重伝建選定に向けた受け手の体
制は整っているのか
	● 湯っ蔵んどの現状と今後の課題

霜田　剛 	  P18
	● 市民福祉の充実・向上について
	● (旧富士通)アールエフ須坂工場
のその後について
	● まるごと博物館構想について

石合　敬 	  P19
	● 災害時におけるドローン活用体制
	● 須坂市のハラスメント対応
	● 假屋崎氏による多額な花育イベ
ント
	● ふるさと納税の使い道
	● 農家支援策

堀内　章一 	  P20
	● 合理的配慮の提供について
	● 生活保護受給者に十分な食糧支
援等の対応を

【９月６日】
荒井　一彦 	  P21

	● 障がい者への相談と支援につい
て
	● 住宅建築の促進による人口増加
について

野崎　天馬 	  P22
	● 教育問題
	● 保育

竹内　勉 	  P23
	● 社会教育（公民館活動）の時代
にあった形での新たな発展を
	● 以前の一般質問と23年度決算の
総括質疑から

西脇　隆 	  P24
	● 空家の現状問題と対策について

※�各ページの二次元コードをスマー
トフォンなどで読み込むとその議
員の質問・答弁の録画映像がご覧
いただけます。

一 般 質 問 通 告

文芸協のご協力により議場が華やかに
（今回は、ユーカリ、ユリ、マリーゴールドを生けてくださいました。）

　一般質問は、市の行政事務全般について、政策提案を含め、執行状況や将来の
方針等について市や教育委員会などの見解を求めるものです。
　質問事項は事前に通告され、質問時間は一人 30 分以内（答弁は含まず）です。

議
案
審
議

分
科
会
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果
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問
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員
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一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日　第 180 号 8

早川 航紀 議員

「
須
坂
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
つ
い
て

問　

ワ
ッ
サ
ー
と
ナ
ガ
ノ

パ
ー
プ
ル
の
生
産
量
が
日

本
一
で
誇
れ
る
が
、
プ
ル

ー
ン
が
国
内
生
産
量
2
位

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は

寂
し
い
。
「
日
本
一
」
と

い
う
冠
言
葉
を
使
っ
て
、

行
政
側
か
ら
民
間
市
場
へ

営
業
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
大
事
、
今
後
の
取
組

は
。

産
業
振
興
部
長　

心
に
留

ま
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
つ
け
て
印
象
づ

け
て
い
き
た
い
。
新
宿
高

野
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。
各
方

面
で
い
ろ
い
ろ
展
開
し
て

い
き
た
い
。

問　

須
坂
長
野
東
イ
ン
タ

ー
の
観
光
案
内
板
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
予
定
は
。

産
業
振
興
部
長　

イ
オ
ン

モ
ー
ル
が
開
業
さ
れ
る
と
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利

用
者
も
増
え
る
と
予
想
さ

れ
る
の
で
、
予
算
的
な
都

合
も
あ
る
が
、
で
き
る
範

囲
で
手
を
加
え
て
い
き
た

い
。

須
坂
市
の
農
業
の
将
来
に

つ
い
て

問　

10
年
後
の
須
坂
市
の

農
業
の
姿
を
示
す
地
域
計

画
。
重
要
な
計
画
に
関
わ

る
の
で
、
意
向
調
査
の
回

答
率
約
６
割
で
は
前
提
条

件
と
し
て
心
許
な
い
。
返

答
が
な
い
農
家
さ
ん
に
改

め
て
回
答
を
呼
び
か
け
る

な
ど
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

し
た
い
。

産
業
振
興
部
長　

農
業
委

員
会
と
協
議
を
し
て
、
フ

ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
き
た

い
。

問　

「
樹
園
地
拡
大
事
業
」

に
つ
い
て
実
績
を
み
る
と

確
実
な
成
果
が
で
て
い
る
。

農
家
さ
ん
の
声
と
し
て
ま

と
ま
っ
た
農
地
が
手
に
入

ら
な
い
、
ぶ
ど
う
棚
な
ど

の
資
材
が
高
騰
し
て
い
る

と
い
う
声
を
聞
く
が
、
１

ア
ー
ル
４
万
円
ま
で
の
補

助
を
６
万
円
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　

補
助
率

を
あ
げ
る
と
雪
だ
る
ま
式

に
増
え
て
し
ま
う
と
い
う

心
配
も
あ
り
、
あ
る
程
度

抑
制
し
な
が
ら
幅
を
広
げ

て
い
く
方
針
。

問　

恒
久
的
に
補
助
事
業

を
続
け
る
と
い
う
内
容
で

は
な
く
、
耕
作
農
地
面
積

と
い
う
ゴ
ー
ル
が
あ
る
。

農
家
さ
ん
が
愛
情
込
め
て

育
て
た
果
物
が
寄
附
金
の

約
９
割
を
占
め
る
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
の
一
部
を

使
用
し
て
意
欲
あ
る
農
家

さ
ん
、
市
内
の
農
業
振
興

に
支
援
を
拡
充
し
て
ほ
し

い
。

産
業
振
興
部
長　

気
持
ち

は
わ
か
る
が
、
予
算
の
都

合
も
あ
る
の
で
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

農
産
物
を
運
搬
す
る

道
路
状
況
に
は
か
な
り
気

を
遣
っ
て
い
る
。
個
別
に

通
報
で
き
る
国
土
交
通
省

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
L
I

N
E
ア
プ
リ
の
周
知
な
ど

農
家
さ
ん
へ
の
情
報
発
信

体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。

市
の
公
式
L
I
N
E
で
職

業
別
受
信
設
定
を
で
き
る

よ
う
に
し
て
情
報
発
信
す

る
の
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

い
た
だ
い
た

意
見
も
参
考
に
し
て
検
討

す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
使
い
道
に
農
業
分
野
を

市
の
予
算
全
体
の
中
で
検
討
し
て
い
く

意向調査によると半数以
上の農家さんが70代以
上、後継者なし。
農業振興にまったなし！

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

国土交通省
道路緊急ダイヤル

LINE アプリ

イオンモール須坂開業前
までに「歓迎看板」
リニューアル予定！
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議
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科
会
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査
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果
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一般質問

第 180 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日9
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

危
機
管
理
に
つ
い
て

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報（
巨
大
地
震
注
意
）

の
発
表
を
受
け
て
防
災
対

策
の
見
直
し
は
。

総
務
部
長　

県
が
「
長
野

県
地
震
防
災
対
策
強
化
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
作

成
中
な
の
で
、
そ
れ
を
参

考
に
見
直
し
を
行
う
。

問　

災
害
時
相
互
応
援
協

定
の
協
定
内
容
は
。

総
務
部
長　

主
な
も
の
は

生
活
必
需
品
物
資
や
救
援

救
助
活
動
に
必
要
な
物
資

及
び
車
両
の
提
供
、
応
急

復
旧
活
動
に
必
要
な
職
員

の
派
遣
、
被
災
者
及
び
避

難
者
の
受
入
れ
。

問　

千
曲
川
堤
防
の
土
砂

崩
れ
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

村
山
地
区
の
崩
落
対
策
は

小
段
の
一
番
低
い
と
こ
ろ

に
雨
水
が
集
ま
ら
な
い
よ

う
対
策
工
事
を
行
う
予
定
。

な
お
、
覆
土
の
下
に
大
型

の
連
結
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
が
設
置
し
て
あ
る

の
で
、
堤
防
機
能
に
支
障

は
な
い
。

広
域
連
携
に
つ
い
て

問　

長
野
地
域
連
携
中
枢

都
市
圏
な
ど
の
広
域
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
資
材
な
ど

を
共
同
で
購
入
す
れ
ば
費

用
削
減
で
き
る
が
、
共
同

購
入
な
ど
の
連
携
は
。

副
市
長　

資
材
の
共
同
調

達
や
技
術
者
の
共
同
連
携

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
研
究
す
る
。

問　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂

内
の
「
須
坂
市
ブ
ー
ス
」

は
、
須
高
や
北
信
の
観
光

案
内
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

副
市
長 
広
域
的
な
観
光

連
携
を
行
う
こ
と
で
、
須

坂
市
ブ
ー
ス
自
体
も
プ
ラ

ス
に
な
る
と
考
え
る
。

須
坂
市
の
諸
課
題

問　

子
宮
頸
が
ん
予
防
の

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

対
象
と

な
る
小
学
校
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
ま
で
の
女
子

は
７
月
１
日
現
在
１
０
７

５
人
。
う
ち
３
回
の
接
種

終
了
者
は
43
人
で
４
％
。

今
年
度
が
最
終
と
な
る
高

校
１
年
生
は
11
・
５
％
。

問　

新
生
活
運
動
の
状
況

は
。

市
民
環
境
部
長　

香
典
の

千
円
は
市
内
で
広
く
浸
透

し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
結

婚
式
は
会
費
制
、
御
見
舞

い
は
２
千
円
な
ど
あ
る
が
、

個
人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
あ
り
浸
透
が

薄
い
状
況
。
連
合
婦
人
会

の
衣
装
貸
出
し
事
業
の
広

報
協
力
も
し
て
い
る
。

問　

須
坂
駅
前
周
辺
で
セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
確
認
さ

れ
た
が
状
況
は
。

市
民
環
境
部
長　

他
の
個

体
や
卵
が
な
い
か
捜
索
し

た
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

疑
わ
し
い
ク
モ
を
発
見
し

た
場
合
は
、
殺
虫
剤
や
靴

で
踏
み
潰
し
て
駆
除
し
、

連
絡
を
お
願
い
し
た
い
。

岡田 宗之 議員

南海トラフ地震時の須坂
市は被害が少ないと想定
しているが、準備は怠ら
ないように！

市の南海トラフ地震の被害想定は

最大震度５弱　死者・負傷者０人

国別の HPV ワクチン接種率

議
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審
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一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日　第 180 号 10
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

宮本 泰也 議員

被団協にノーベル平和賞。
来年度は戦後80年。戦争
の語りべが少くなる中で
新たな平和教育を

情
報
公
開
と
平
和
教
育

問　

新
し
い
学
校
づ
く
り

基
本
方
針
検
討
委
員
会
と

策
定
委
員
会
は
、
公
開
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
。

教
育
長　

自
由
、
率
直
な

意
見
交
換
や
検
討
段
階
の

情
報
が
混
乱
を
生
じ
る
恐

れ
か
ら
非
公
開
。
基
本
方

針
案
を
も
と
に
情
報
を
提

供
し
、
保
護
者
、
地
域
等

と
意
見
交
換
を
す
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢

問　

須
坂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
後
、
建

物
解
体
費
等
を
考
え
れ
ば
、

民
間
業
者
の
活
用
は
難
し

い
。
県
内
19
市
中
最
も
古

い
市
庁
舎
新
築
を
こ
の
再

整
備
と
併
せ
て
検
討
を
。

市
長　

新
庁
舎
は
中
心
市

街
地
の
再
整
備
と
は
別
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

業
務
効
率
化
な
ど
公
共
的

な
面
が
大
事
。
職
員
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
研
究

を
進
め
て
い
る
。

問　

福
祉
会
館
や
図
書
館

等
を
併
設
し
た
複
合
施
設

と
し
て
新
庁
舎
構
想
を
。

市
長　

構
想
は
簡
単
に
で

き
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
若
手
職
員
が
構

想
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
。

問　

７
月
９
日
付
信
毎
全

県
版
の
記
事
で
、
職
員
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
に
女
性

保
健
師
が
応
じ
る
体
制
に

「
女
性
と
男
性
を
区
別
し

て
は
い
け
な
い
で
す
が
、

女
性
の
方
が
話
し
や
す
い
」

「
私
の
長
年
の
経
験
で
は
、

女
性
は
市
民
目
線
」
と
の

市
長
の
記
者
会
見
で
の
発

言
に
違
和
感
。
発
言
の
真

意
は
。

市
長　

相
談
し
や
す
い
体

制
を
整
え
て
い
る
と
い
う

意
味
で
、
性
に
よ
る
役
割

分
担
を
前
提
と
し
た
意
図

で
は
な
い
。

問　
女
性
が
相
談
し
や
す

い
と
の
市
長
の
発
言
が
問

題
だ
。
保
健
師
は
女
性
も

男
性
も
い
る
。

市
長　

女
性
の
目
線
と
男

性
の
目
線
は
違
う
。
差
別

で
は
な
く
違
い
が
あ
る
と

長
年
の
経
験
か
ら
述
べ
た
。

福
祉
行
政
・
公
共
施
設
耐

震
化

問　

社
協
事
務
所
は
昭
和

30
年
建
築
で
老
朽
化
し
て

い
る
。
関
連
施
設
も
含
め

移
転
が
必
要
。
市
福
祉
行

政
の
多
く
を
担
っ
て
い
る

社
協
充
実
の
た
め
、
現
役

市
職
員
の
派
遣
や
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
待

遇
改
善
を
。

健
康
福
祉
部
長　

将
来
的

な
課
題
。
市
職
員
の
派
遣

は
社
協
か
ら
相
談
が
あ
れ

ば
協
議
。
待
遇
改
善
は
国
、

県
へ
働
き
か
け
る
。

問　

昭
和
29
年
建
設
の
旧

日
滝
小
学
校
体
育
館
の
卓

球
場
は
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
。
緊
急
防

災
減
災
事
業
債
で
防
災
倉

庫
を
兼
ね
改
築
を
。

社
会
共
創
部
長　

今
後
の

代
替
施
設
を
ス
ポ
ー
ツ
協

会
や
卓
球
協
会
と
相
談
し

対
策
を
進
め
て
い
く
。

映
画「
ひ
ろ
し
ま
」で
平
和
教
育
を

来
年
の
戦
後
80
年
に
向
け
検
討

昭和28年　広島市民が８万人以上
出演した映画「ひろしま」
デジタル版が観られます

無料視聴は
こちらから

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
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果
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（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　

「
須
坂
モ
デ
ル
」
の

策
定
に
よ
り
実
際
に
取
り

組
み
始
め
た
政
策
は
。

教
育
長　

小
学
校
と
最
寄

り
の
園
で
の
連
携
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
。
小

中
９
年
間
を
見
通
し
た
教

科
担
任
制
の
導
入
。
個
別

最
適
な
学
び
を
実
現
す
る

た
め
の
１
人
１
台
端
末
の

活
用
。
不
登
校
支
援
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学

び
の
保
障
、
な
ど
実
施
し

て
い
る
。

問　

将
来
ど
ん
な
子
ど
も

達
を
育
ん
で
い
き
た
い
か
。

教
育
長　

未
来
の
予
測
が

困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、

自
分
の
力
を
発
揮
し
堂
々

と
生
き
る
子
ど
も
を
育
み

た
い
。

問　

今
後
の
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
推
進
に
は
、
地
域
の

力
も
欠
か
せ
な
い
。
信
州

型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き

で
は
。

教
育
長　

総
合
学
習
を
支

援
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
、
地

域
の
様
々
な
力
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
形
で
設
置
し

て
い
き
た
い
。

問 

市
外
の
中
学
に
進
学

す
る
生
徒
の
割
合
が
増
え

て
い
る
現
状
に
対
し
詳
し

い
分
析
が
必
要
と
感
じ
る

が
。

教
育
長 

生
徒
や
保
護
者

の
要
望
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
感
じ
る
。
「
須
坂
モ
デ

ル
」
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

市
内
の
中
学
を
選
び
進
学

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

不
登
校
と
子
ど
も
の
居
場

所問　

不
登
校
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
取
組
と
し
て
、

家
で
の
過
ご
し
方
や
食
事
、

親
子
の
関
わ
り
な
ど
家
庭

へ
の
助
言
や
学
び
の
場
も

積
極
的
に
お
願
い
し
た
い
。

教
育
長　

親
子
の
関
わ
り

の
基
礎
と
な
る
乳
児
期
か

ら
の
子
育
て
支
援
や
子
育

て
セ
ミ
ナ
ー
。
早
寝
早
起

き
や
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ

に
関
す
る
食
育
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
な
ど
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
る
が
、
新
し

い
も
の
も
取
り
入
れ
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

須
坂
市
が
保
護
者
へ

提
供
す
る
居
場
所
の
情
報

量
が
大
変
少
な
い
と
感
じ

る
。
長
野
市
で
は
市
内
以

外
に
も
近
隣
自
治
体
の
施

設
も
紹
介
し
て
い
る
が
。

教
育
長 

フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
で
市
内
の

居
場
所
を
紹

介
し
て
い
た

り
も
す
る
が
、

今
後
は
近
隣

も
含
め
て
情

報
を
取
り
入

れ
て
い
く
な

ど
工
夫
を
し

た
い
。

問 

c
o
t
o
²の
運
営
に

対
し
市
か
ら
負
担
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
嬉

し
く
思
う
。
市
内
に
は
ま

だ
他
に
も
民
間
で
運
営
す

る
子
ど
も
の
居
場
所
が
あ

る
が
、
今
後
行
政
の
サ
ポ

ー
ト
は
広
ま
っ
て
い
く
の

か
。

教
育
長 

高
校
生
の
居
場

所
と
し
て
は
他
に
活
動
を

聞
い
て
い
な
い
た
め
支
援

の
予
定
は
な
い
が
、
不
登

校
の
生
徒
児
童
の
居
場
所

支
援
に
つ
い
て
は
検
討
を

進
め
て
い
る
。

「須坂モデル」の位置づけとは

これからの学校づくりの羅針盤

新しく変わり続ける「教
育」。関係者だけでなく
誰もが“今の教育”を知
ることが大切ですね

山崎 永一 議員

須坂のこれからの学びのあり方を示した
「須坂モデル」

  

⑧⑧学学校校をを支支ええるる「「学学校校運運営営協協議議会会」」  

 ・地域、PTA、企業、教育委員会、学校等による学校運営 

 ・教育資源の集中化、効率化による学校運営効果の向上 

 ・学校の社会教育施設化による開放、不登校児童生徒対応等 

 ・学校行事の見直し、部活動の外部委託等教員の労働環境の改善 

 ・学校の教育活動の発信、市民との双方向通信 

保保育育園園・・幼幼稚稚園園  

認認定定ここどどもも園園  

小小学学校校・・中中学学校校  

義義務務教教育育学学校校  

①① 園園小小のの接接続続にによよるる非非認認知知能能力力のの育育成成のの具具体体化化  

②② ９９年年間間をを見見通通ししたたカカリリキキュュララムム編編成成にによよるる学学びびのの構構築築  

③③ 個個別別最最適適化化さされれたた学学びび（（修修得得主主義義））へへのの転転換換  

④④ 協協働働的的なな学学びびにによよるる思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等のの育育成成  

⑤⑤ 総総合合的的なな学学習習（（須須坂坂街街歩歩きき科科））ででのの探探究究的的学学びびのの構構築築  

⑥⑥ ガガイイダダンンスス機機能能をを生生かかすす異異学学年年集集団団ででのの学学びびのの構構築築  

⑦⑦ 一一人人一一人人にに寄寄りり添添うう特特別別支支援援教教育育、、不不登登校校支支援援のの充充実実  

⑧⑧  学学校校をを支支ええるる「「学学校校運運営営協協議議会会」」のの設設置置  

⑦⑦一一人人一一人人にに寄寄りり添添うう特特別別支支援援教教育育、、不不登登校校支支援援  

 ・センター化を推進し、特別支援教育の専門教員による支援 

 ・３歳児検診、すこやか相談からの連続した専門的支援 

 ・医療、行政、学校が一体となった発達の特性をもつ子への支援 

 ・ICTを利活用した不登校、不適応生への学力保障 

・高等学校、専修学校等と連携した進路保障 

③③個個別別最最適適化化さされれたた学学びび（（修修得得主主義義へへのの転転換換））  

 ・ICTを活用した学び直し、先取り学習による知識・技能の習得 

 ・自由進度学習等による個のペースでの学び 

④④協協働働的的なな学学びびにによよるる思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力等等のの育育成成  

 ・ICTを活用した家庭学習と反転学習の実施 

 ・反転学習に基づいた習熟度別学習の実施 

 ・教科の本質に迫る学び合いと発信 

⑤⑤総総合合的的なな学学習習（（須須坂坂街街歩歩きき科科））ででのの探探究究的的学学びび  

 ・ふるさと須坂を知る学び 

 ・須坂市が抱える課題について考え発信し行動する 

 ・異学年集団による課題別探究学習 

②②９９年年間間をを見見通通ししたたカカリリキキュュララムム編編成成にによよるる学学びび  

 ・小学校からの教科担任制 

 ・小中学校9年間の英語学習の接続 

 ・中学生の進路保障に向けた特別時間割 

①① 園園小小のの接接続続にによよるる非非認認知知能能力力のの育育成成  

 ・アプローチ、スタートカリキュラムの共同作成 

・幼保の「遊び」と小学校の生活科の接続 

 ・特別支援教育の視点からの育ちの連続性の保障 

・保護者の学ぶ機会の設定 

⑥⑥ガガイイダダンンスス機機能能をを生生かかすす異異学学年年集集団団  

 ・異学年集団による学習機会の設定 

 ・異学年集団による行事、生徒会運営等 

新新ししいい時時代代のの学学びびをを実実現現すするる学学校校（（須須坂坂モモデデルル）） 

高高等等学学校校  

資料８ 
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荒井 敏 議員

問　

昨
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
相
続
土
地
国
庫
帰
属

制
度
は
、
申
請
要
件
が
厳

し
す
ぎ
る
と
の
指
摘
に
対

し
市
の
見
解
は
。

総
務
部
長　

国
庫
帰
属
の

申
請
に
は
様
々
な
条
件
が

あ
り
、
国
が
土
地
を
所

有
・
管
理
す
る
に
は
費
用

も
か
か
る
。
帰
属
申
請
が

可
能
な
土
地
に
は
一
定
の

条
件
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

問 
引
き
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
土
地
と
し
て
、

１
、
建
物
が
あ
る
土
地
。

２
、
担
保
権
や
使
用
収
益

権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土

地
。

３
、
他
人
の
利
用
が
予
定

さ
れ
て
い
る
土
地
。

４
、
土
壌
汚
染
が
さ
れ
て

い
る
土
地
。

５
、
境
界
が
明
ら
か
で
な

い
土
地
。
こ
こ
ま
で
は
理

解
で
き
る
が
、
そ
の
他
に
、

承
認
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
と
し
て
、
５
項
目
あ

る
。

１
、
一
定
の
勾
配
・
高
さ

の
あ
る
崖
が
あ
っ
て
、
管

理
に
過
分
な
費
用
・
労
力

の
か
か
る
土
地
。

２
、
土
地
の
管
理
・
処
分

を
阻
害
す
る
有
体
物
が
地

上
に
あ
る
土
地
。

３
、
土
地
の
管
理
・
処
分

の
為
に
除
去
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
有
体
物
が
地
下

に
あ
る
土
地
。
（
竹
林
の

根
な
ど
）

４
、
隣
接
す
る
土
地
所
有

者
と
の
争
訟
に
よ
ら
な
け

れ
ば
管
理
・
処
分
が
出
来

な
い
土
地
。

５
、
そ
の
他
通
常
の
管
理・

処
分
に
当
た
っ
て
過
分
な

費
用
・
労
力
が
か
か
る
土

地
。
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
土

地
な
ら
ば
、
審
査
手
数
料

１
万
４
千
円
や
国
庫
帰
属

後
の
管
理
に
要
す
る
10
年

分
の
負
担
金
約
20
万
円
以

上
を
払
っ
て
ま
で
国
に
引

き
取
っ
て
も
ら
わ
な
く
て

も
、
容
易
に
売
却
や
譲
渡

が
可
能
な
土
地
だ
。
で
あ

る
か
ら
し
て
１
年
３
カ
月

経
っ
て
も
全
国
で
６
６
７

件
と
申
請
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
も
っ
と
条
件
を
緩

和
す
べ
き
だ
。

総
務
部
長　
国
に
帰
属
さ

れ
た
土
地
は
、
将
来
の
公

共
的
な
利
活
用
に
備
え
る

と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、

帰
属
可
能
条
件
は
必
要
と

考
え
る
。
今
ま
で
「
相
続

し
た
く
な
い
土
地
」
の
相

続
を
避
け
る
に
は
相
続
放

棄
し
か
な
く
、
相
続
放
棄

は
価
値
の
あ
る
他
の
資
産

も
相
続
で
き
な
く
な
る
不

都
合
を
考
え
る
と
、
こ
の

制
度
に
よ
り
「
相
続
し
た

く
な
い
土
地
」
だ
け
を
国

庫
帰
属
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
相
続
人
の
選
択
肢
が

広
が
っ
た
。

市
営
霊
園
の
管
理

問 

市
営
３
霊
園
の
管
理

放
置
墓
地
対
策
は
。

市
民
環
境
部
長　
管
理
不

全
墓
地
を
認
め
た
と
き
は
、

使
用
者
に
対
応
を
依
頼
す

る
文
書
を
送
付
し
て
い
る
。

相
続
土
地
国
庫
帰
属
の
要
件
緩
和
を

国
庫
帰
属
可
能
条
件
は
必
要

イオンモールの建築が進
んでいる。子育て中の親
は、モール内に小児科医
院の開業を望む

市営霊園内の管理不全墓地

議
案
審
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子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る

権
利
を
保
障
す
る
た
め
に

問　
学
校
再
編
検
討
委
員

会
が
非
公
開
の
た
め
、
市

民
的
議
論
が
進
ん
で
い
な

い
。

教
育
長　
「
方
針
案
」
は

た
た
き
台
だ
。
「
案
」
に

基
づ
き
説
明
会
を
開
く
。

問　
統
廃
合
に
よ
る
教
育

環
境
の
悪
化
、
地
域
生
活

の
衰
退
な
ど
目
を
覆
う
よ

う
な
現
実
が
あ
る
。
豊
丘

地
区
区
長
会
な
ど
の
「
提

言
」
を
ど
う
受
け
止
め
る

の
か
。

教
育
長　
実
現
可
能
な
基

本
方
針
を
策
定
し
て
い
く
。

関
係
地
域
で
、
児
童
生
徒

や
未
就
学
児
の
保
護
者
な

ど
対
象
を
分
け
て
、
説
明

会
を
複
数
回
開
催
す
る
。

問　
「
こ
ど
も
基
本
法
」

は
、
子
ど
も
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
手
続
き

を
義
務
付
け
て
い
る
が
。

教
育
長　
ど
う
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
か
検
討
す
る
。

問　
「
水
泳
授
業
に
関
す

る
方
針
（
案
）
」
に
つ
い

て
、
保
護
者
な
ど
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
ど
の
よ

う
に
生
か
す
の
か
。

教
育
長　
指
摘
さ
れ
た
点

は
検
討
し
て
修
正
す
る
。

問　
室
内
プ
ー
ル
は
「
蒸

し
暑
い
、
入
れ
な
い
」
と

い
う
場
合
は
、
事
業
者
に

対
応
を
求
め
る
の
か
。

教
育
次
長　
専
門
の
事
業

者
に
お
任
せ
す
る
。

問　
校
外
プ
ー
ル
で
は
、

「
着
衣
泳
」
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長　
プ
ー
ル
の
水
が

汚
れ
る
の
で
施
設
管
理
者

と
相
談
し
て
取
り
扱
う
。

問　
安
全
確
保
に
つ
な
が

る
運
動
と
位
置
付
け
た
方

針
を
棚
上
げ
す
る
の
か
。

教
育
長　
各
校
の
実
態
に

応
じ
て
実
施
す
る
が
、
必

須
で
は
な
い
。

問　
文
科
省
は
、
教
員
と

は
別
に
プ
ー
ル
管
理
員
配

置
を
求
め
て
い
る
が
、
検

討
さ
れ
た
の
か
。

教
育
次
長　
１
カ
月
余
の

期
間
で
配
置
は
難
し
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
定

管
理
に
つ
い
て

問　
指
定
管
理
者
に
対
し
、

市
の
指
導
で
改
善
事
例
は
。

教
育
次
長　
お
や
つ
の
見

直
し
、
寒
さ
暑
さ
対
策
を

順
次
進
め
て
い
る
。

問　
指
定
管
理
導
入
５
年

間
で
、
直
営
で
は
生
じ
な

い
３
千
万
円
余
が
民
間
企

業
に
税
金
で
支
払
わ
れ
て

い
る
。
職
員
の
処
遇
改
善

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
昨
年
度
の
離

職
率
は
９
・
２
％
、
時
給

単
価
は
（
５
年
間
で
）
50

円
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

問　
指
定
管
理
料
を
15
％

も
引
き
上
げ
る
の
か
。

教
育
次
長　
事
業
計
画
を

精
査
し
適
正
な
額
に
す
る
。

問　
指
定
管
理
料
も
運
営

も
民
間
企
業
に
手
厚
い
思

い
や
り
だ
。
開
所
時
間
延

長
な
ど
保
護
者
の
要
望
に

応
え
な
い
の
か
。

教
育
次
長　
職
員
体
制
維

持
が
困
難
な
た
め
現
状
と

し
た
い
。

学校再編　どう進める全市的議論

説明会を地域で当事者別に開く

久保田 克彦 議員

「子育てしやすいまちと思
う」31.5％に激減。
それでも「冷たい市政と
言うな」と市長

豊丘地域づくり市民会議（８月３日豊丘地域公民館）

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日　第 180 号 14
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　
須
坂
市
に
お
け
る
上

水
道
事
業
の
経
営
状
況
の

評
価
は
。

水
道
局
長　
現
状
は
健
全

経
営
が
維
持
で
き
て
い
る
。

問　
各
家
庭
へ
の
配
管
の

老
朽
化
の
現
状
把
握
と
更

新
計
画
は
。

水
道
局
長　
下
水
道
工
事

や
道
路
改
良
工
事
等
に
合

わ
せ
、
配
水
管
か
ら
分
岐

す
る
給
水
管
の
布
設
替
も

計
画
的
に
行
う
ほ
か
、
道

路
管
理
者
が
行
う
舗
装
工

事
の
際
に
、
必
要
に
応
じ

て
更
新
を
進
め
て
い
る
。

問　
水
道
水
は
、
水
質
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
水
道
法

に
よ
り
、
水
道
事
業
体
等

に
検
査
の
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
。
須
坂
市
で
は
検

査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

水
道
局
長　
水
道
法
に
定

め
ら
れ
た
基
準
に
従
い
、

配
水
池
の
系
統
ご
と
に
、

水
質
基
準
の
全
51
項
目
の

検
査
な
ど
を
毎
年
１
回
行

っ
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
検
査
結
果
を
公
表
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問　
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

実
態
調
査
の
目
的
は
。

市
長　
働
き
や
す
い
良
好

な
職
場
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
市
職
員
や
市
議
会
議

員
、
市
民
か
ら
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
。

問　
調
査
結
果
を
ど
う
分

析
し
て
い
る
の
か
。
数
値

の
み
で
考
察
等
の
分
析
が

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長　
「
誰
で
も
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
し
得
る
と
い
う

認
識
を
す
る
こ
と
」
「
立

場
の
違
い
の
た
め
、
言
い

た
い
こ
と
を
我
慢
す
る
、

意
見
で
き
な
い
、
と
い
う

事
実
が
あ
る
こ
と
」
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
は
、

職
場
等
に
お
け
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
」
を
改
め

て
認
識
し
、
職
員
に
も
周

知
し
た
。

問　
今
後
の
対
応
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
長　
各
所
属
で
係
長
以

上
の
職
員
対
象
の
研
修
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
「
相
談
し
や
す
い
窓
口

の
設
置
」
と
い
う
回
答
が

多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら
引

き
続
き
研
究
を
し
て
い
く
。

公
益
通
報
者
保
護
制
度

問　
内
部
告
発
を
し
た
人

が
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に

事
業
主
か
ら
解
雇
等
の
不

利
益
な
取
扱
い
を
受
け
な

い
よ
う
保
護
す
る
制
度
で
、

「
事
業
者
が
と
る
べ
き
適

切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図

る
た
め
に
必
要
な
指
針
」

が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
の
職
員
へ
の
周
知
は
図

っ
た
の
か
。

副
市
長　
職
員
に
対
し
て

は
、
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
を
通

じ
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

水
道
事
業
は
直
営
を
堅
持
す
べ
き

安
定
的
サ
ー
ビ
ス
継
続
に
努
め
て
い
く

ジェンダー平等とは、男
女が平等に能力を生かし、
自由に行動し、生活でき
ること

岩田 修二 議員

市民の命を守る浄水場
（写真は1996 年竣工の塩野浄水場）

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
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結
果
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一般質問

第 180 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日15
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
は
体
を
動
か
す

の
に
必
要
な
関
節
や
骨
、

筋
肉
な
ど
運
動
器
が
機
能

不
全
を
起
こ
し
た
状
態
で

骨
折
や
捻
挫
を
誘
発
す
る
。

加
齢
や
運
動
不
足
で
本
来

は
高
齢
者
に
多
い
が
、
近

年
は
子
ど
も
た
ち
の
間
で

増
加
し
、
幼
い
体
が
老
化

し
て
い
る
と
い
う
。
須
坂

市
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態

は
ど
う
か
。

教
育
長　

骨
や
関
節
な
ど

の
疾
病
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
、
上
体
そ
ら
し
や

前
屈
、
片
足
立
ち
な
ど
上

肢
、
背
中
、
腰
、
下
肢
の

動
き
を
検
査
す
る
運
動
器

検
診
を
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、
小
学
生
受
検
者
２

３
５
４
人
の
内
１
・
１
％
、

中
学
生
受
検
者
１
２
３
３

人
の
内
２
・
４
％
の
子
ど

も
た
ち
に
専
門
医
受
診
を

勧
め
て
い
る
。

問　

05
年
に
制
定
さ
れ
た

食
育
基
本
法
の
前
文
で
、

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人

間
性
を
は
ぐ
く
み
、
生
き

る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

た
め
に
は
、
何
よ
り
も

「
食
」
が
重
要
で
あ
る
と

断
言
し
て
い
る
。
法
律
制

定
の
要
因
と
し
て
社
会
情

勢
の
急
激
な
変
化
、
子
ど

も
た
ち
の
栄
養
素
摂
取
の

偏
り
、
朝
食
の
欠
食
、
小

児
期
の
肥
満
の
増
加
な
ど

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
へ
の
食
育
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

社
会
情
勢
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お

り
、
食
に
関
す
る
情
報
が

氾
濫
す
る
中
で
、
心
身
の

成
長
、
人
格
の
形
成
期
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健
全

な
食
生
活
を
実
践
で
き
る

よ
う
学
校
の
授
業
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
小

学
校
１
年
生
で
は
親
子
給

食
の
際
に
、
朝
ご
は
ん
の

必
要
性
と
学
力
の
関
係
性
、

生
き
物
の
命
を
い
た
だ
く

こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
な
ど
食
育
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
用
い
て
保
護
者
に

説
明
し
て
い
る
。

問　

学
校
給
食
の
食
べ
残

し
の
主
な
原
因
と
な
る
野

菜
、
サ
ラ
ダ
、
魚
介
類
な

ど
、
好
き
嫌
い
に
よ
る
食

べ
残
し
を
減
ら
す
た
め
の

方
策
は
。

教
育
長　

野
菜
サ
ラ
ダ
な

ど
は
味
付
け
を
工
夫
し
、

魚
も
フ
ラ
イ
に
す
る
な
ど
、

食
べ
残
し
が
少
な
く
な
る

よ
う
献
立
を
作
っ
て
い
る
。

自
然
環
境
を
守
る
活
動
の

推
進
と
森
林
維
持

問　

臥
竜
山
南
原
側
の
斜

面
に
は
手
入
れ
さ
れ
て
い

な
い
森
林
が
う
っ
そ
う
と

茂
っ
て
い
る
。
上
部
は
土

砂
災
害
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
、

下
部
は
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

で
、
大
雨
等
に
よ
り
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
や
す
い
。

市
の
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長　

危
険
な

斜
面
で
あ
り
、
専
門
家
の

意
見
を
聞
い
て
検
討
し
、

ど
の
よ
う
な
補
助
制
度
が

あ
る
か
調
査
研
究
す
る
。

子どもの運動器症候群の実態は

小学生1.1％、中学生2.4％

酒井 和裕 議員

子どもたちにとって運動
と食事は生きていくため
にとても重要。健康な体
づくりを

ハヤシライス・鶏の照り焼き・
コーンサラダ、おいしそう

議
案
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議
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一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日　第 180 号 16
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　

こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
政
策
の
考
え
は
。

市
長　

一
つ
に
特
化
す
る

富
士
山
型
で
は
な
く
、
多

様
性
の
あ
る
八
ヶ
岳
型
で

進
め
て
い
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
政
策
の
成
果
や

具
体
的
な
効
果
は
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
額

県
内
１
位
。
子
育
て
世
帯

を
中
心
に
人
口
社
会
増
。

さ
ら
に
「
重
伝
建
」
「
米

子
大
瀑
布
」
「
イ
オ
ン
モ

ー
ル
須
坂
」
が
ブ
ラ
ン
ド

化
に
貢
献
し
て
い
る
。

問　

環
境
が
変
わ
る
今
が

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
政
策
を

考
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
。

市
長　

重
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
と
認
識
し
、
地
域
、
企

業
、
市
民
と
連
携
し
施
策

を
進
め
て
行
き
た
い
。

問 

こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
施
策
の
分
析
は
。

市
長 

フ
ル
ー
ツ
や
観
光

資
源
な
ど
個
別
の
も
の
は

有
名
だ
が
、
ト
ー
タ
ル
で

の
須
坂
市
の
認
識
が
少
な

い
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展
望

に
つ
い
て

問　

将
来
に
向
け
た
対
策

と
し
て
、
都
市
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
提
言
し
た
い
。

市
長　

総
合
的
な
都
市
像

を
形
成
す
る
ブ
ラ
ン
ド
化

は
難
易
度
が
高
い
。
様
々

な
施
策
に
つ
い
て
効
果
検

証
を
行
い
着
実
に
推
進
す

る
。

問　

都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
ど
こ
が
難
易
度
が
高

い
と
思
う
の
か
。

市
長　

特
色
が
多
く
て
一

つ
に
絞
り
き
れ
な
い
こ
と

と
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
一
本
化
す
る
こ
と
も

難
し
い
。

問　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
専

門
部
署
設
置
の
必
要
性
は
。

市
長　

人
手
不
足
の
中
、

子
育
て
や
福
祉
を
重
点
に

置
く
の
で
設
置
は
難
し
い
。

庁
内
連
携
を
持
っ
て
こ
れ

ま
で
ど
お
り
進
め
る
。

問　

人
材
不
足
で
も
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
効
果
的

に
行
う
対
策
は
あ
る
の
か
。

市
長　

職
員
全
体
の
意
識

の
底
上
げ
を
図
り
、
全
庁

的
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

市
民
と
価
値
を
共
有

す
る
施
策
を
考
え
る
こ
と

は
。

市
長　

都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
難
し
い
が
、
各
部

署
で
統
一
性
を
持
ち
、
須

坂
を
良
く
し
た
い
と
い
う

形
で
、
全
体
で
対
応
す
る
。

問 

23
年
度
市
民
満
足
度

調
査
で
、
市
に
愛
着
を
感

じ
る
と
の
回
答
が
24
・
８

％
。
こ
の
数
字
か
ら
市
民

向
け
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
施

策
も
必
要
と
感
じ
る
が
。

市
長 

市
民
向
け
の
ブ
ラ

ン
ド
対
策
も
必
要
と
思
う
。

特
に
若
い
人
に
須
坂
市
を

知
り
、
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
だ
。

都
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
は

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
に
は
難
易
度
が
高
い

今、誰のために考え、誰
のために行動するのか、
未来志向がなければ何も
変わらない

浅野 隆義 議員

若い世代との都市ブランディング施策事例

市民と価値を共有する施策が必要

議
案
審
議

分
科
会
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員
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議
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果
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一般質問

第 180 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日17
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

重
伝
建
選
定
と
体
制
整
備

問　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

前
に
「
蔵
の
町
並
み
入
口
」

の
石
柱
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
重
伝
建
地
区
入
口

と
は
言
え
な
い
。
須
坂
ク

ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
横
に
移

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長　
石
柱
は

現
在
の
石
畳
風
道
路
舗
装

時
に
設
置
し
た
。
当
時
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
横
等

も
検
討
し
た
が
、
現
在
地

が
適
当
と
判
断
し
設
置
し

た
も
の
で
、
移
設
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

三
善
の
横
は
建
物
の
基
礎

を
兼
ね
た
「
ぼ
た
も
ち
石

積
み
」
を
見
せ
る
よ
う
に

空
堀
と
し
、
か
つ
て
の
水

路
だ
っ
た
名
残
を
留
め
て

は
い
る
が
、
い
っ
そ
の
こ

と
、
間
の
部
分
も
掘
削
し

て
往
時
の
よ
う
に
水
路
を

復
元
し
て
は
ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長　
過
去
に

検
討
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

道
幅
が
狭
く
な
る
こ
と
、

水
源
が
な
い
こ
と
で
、
無

理
に
確
保
し
よ
う
と
す
る

と
、
上
流
か
ら
の
水
路
の

改
修
工
事
や
井
戸
の
掘
削

と
い
っ
た
工
事
が
必
要
と

な
り
、
多
額
の
費
用
が
か

か
っ
て
し
ま
う
。
実
現
は

難
し
い
。

問　
水
源
を
上
水
道
水
と

し
循
環
し
て
流
し
て
は
ど

う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

建
設
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
問

題
で
難
し
い
。

問　
旧
小
田
切
家
住
宅
に

つ
い
て
も
水
景
観
が
ほ
し

い
。
特
に
復
元
展
示
さ
れ

て
い
る
水
車
小
屋
は
水
流

が
な
い
と
た
だ
の
博
物
館

の
展
示
に
し
か
な
ら
な
い
。

近
代
製
糸
業
発
祥
の
地
に

ふ
さ
わ
し
い
展
示
方
法
と

し
て
動
態
展
示
は
で
き
な

い
も
の
か
。

社
会
共
創
部
長　
住
宅
の

改
修
時
に
検
討
し
た
が
、

多
大
な
費
用
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
断
念
し
た
。

問　
重
伝
建
選
定
を
受
け

た
町
並
み
に
相
応
し
い
水

景
観
確
保
に
は
必
要
不
可

欠
な
費
用
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

す
で
に
水
路
は
繋
が
っ
て

い
な
い
。
ま
た
水
を
溜
め

て
循
環
さ
せ
る
方
法
で
水

車
を
回
す
こ
と
も
考
え
た

が
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

考
え
て
断
念
し
た
経
過
が

あ
る
。
触
れ
る
展
示
物
と

し
て
実
際
に
水
車
に
触
れ

て
み
て
水
の
力
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
。

問　
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
映
像
に
よ
っ
て
動
い
て

い
る
よ
う
に
表
現
す
る
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

市
長　
当
時
の
映
像
や
今

の
映
像
、
水
車
の
写
真
等

の
展
示
も
考
え
て
、
で
き

る
範
囲
で
や
る
が
、
約
束

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

問　
重
伝
建
地
区
に
出
店

す
る
事
業
者
に
優
遇
策
を

講
じ
て
は
ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長　
現
行
の

「
わ
ざ
わ
ざ
店
等
開
設
支

援
事
業
」
の
中
で
優
遇
制

度
を
研
究
し
た
い
。

水越 正和 議員

旧小田切家住宅水車は動態展示を

過去に検討したが断念した

水景観を提案しても予算
がないで終わってしまう。
こんな時こそ「ふるさと
納税」？

動態展示が望まれる水車

移設すべき石柱

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日　第 180 号 18
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

霜田 剛 議員

早急に工場を操業し、雇
用の拡大を図り、地域経
済発展で須坂市をより一
層元気に

問　
福
祉
避
難
所
の
内
訳

は
。

健
康
福
祉
部
長　
高
齢
者

対
象
施
設
は
14
か
所
、
障

が
い
者
対
象
施
設
は
８
か

所
。

問　
高
齢
者
と
障
が
い
者

の
福
祉
避
難
所
設
置
基
準

の
具
体
的
な
違
い
は
。

健
康
福
祉
部
長　
違
い
は

な
い
が
、
要
件
と
し
て
利

用
者
の
急
変
に
対
応
で
き

る
人
材
の
確
保
、
福
祉
機

関
や
医
療
機
関
の
連
携
確

保
、
利
用
者
の
特
性
を
考

慮
し
た
相
談
員
配
置
な
ど
。

問　
市
民
や
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
へ
の
周
知
は
。

健
康
福
祉
部
長　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

問　
課
題
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長　
利
用
対

象
者
受
入
れ
の
調
整
や
移

動
支
援
等
、
施
設
と
連
携

し
て
臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
か
が
課
題
。

問　
新
た
に
導
入
し
た
聴

覚
障
が
い
者
に
災
害
情
報

を
映
像
で
発
信
、
伝
達
す

る
テ
レ
ビ
の
活
用
は
。

健
康
福
祉
部
長　
災
害
時

に
避
難
所
に
設
置
す
る
。

旧
富
士
通
、
ア
ー
ル
エ
フ

須
坂
工
場
の
そ
の
後

問　
土
壌
汚
染
処
理
（
洗

浄
）
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
と
広
大
な
敷
地
の
施
設

管
理
は
。

産
業
振
興
部
長　
20
年
９

月
を
最
後
に
調
査
報
告
が

な
く
現
在
も
調
査
し
て
い

る
か
不
明
。
地
元
区
民
や

市
民
へ
心
配
を
か
け
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
施
設
管

理
を
お
願
い
す
る
。

問　
工
場
操
業
や
貸
工
場

等
の
利
活
用
は
な
く
、
い

ま
だ
に
空
き
工
場
の
ま
ま

だ
が
、
操
業
す
れ
ば
周
辺

商
店
等
で
の
消
費
活
動
や

地
元
企
業
等
と
の
取
引
な

ど
様
々
な
経
済
活
動
に
つ

な
が
り
、
何
よ
り
も
雇
用

の
拡
大
で
須
坂
市
が
元
気

に
な
る
。

産
業
振
興
部
長　
富
士
通

か
ら
取
得
時
に
は
20
年
操

業
開
始
予
定
だ
っ
た
が
進

捗
が
な
い
。
稼
働
す
れ
ば

経
済
効
果
は
大
き
い
。

問　
今
後
の
市
の
対
応
は
。

産
業
振
興
部
長　
面
談
は

困
難
だ
が
担
当
者
か
ら
メ

ー
ル
は
来
て
お
り
、
引
き

続
き
早
期
工
場
稼
働
や
敷

地
内
管
理
を
お
願
い
す
る
。

ま
る
ご
と
博
物
館
構
想

問　
博
物
館
、
美
術
館
に

展
示
内
容
説
明
ビ
デ
オ
の

設
置
を
。

副
市
長　
施
設
の
学
芸
員

が
い
つ
で
も
説
明
要
望
に

応
じ
て
い
る
。
新
た
な
コ

ン
テ
ン
ツ
作
成
や
運
用
経

費
な
ど
今
後
検
討
す
る
。

問　
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
に
「
人
に
や
さ
し
い
特

別
鑑
賞
日
」
を
設
け
て
は
。

副
市
長　
障
が
い
者
施
設
、

高
齢
者
施
設
な
ど
の
利
用

者
の
皆
様
に
は
、
気
兼
ね

な
く
来
館
い
た
だ
け
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
「
出
か
け
て
い
く

博
物
館
」
の
具
体
化
に
取

り
組
む
。

指
定
避
難
所
と
福
祉
避
難
所
の
数
は

指
定
避
難
所
75
、福
祉
避
難
所
22

いまだ開かずの扉 ㈱アールエフ須坂工場（穀町）

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問



一般質問

第 180 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日19
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　
お
金
を
払
う
際
に
明

細
を
出
さ
ぬ
業
者
な
ど
い

な
い
。
假
屋
崎
氏
の
イ
ベ

ン
ト
の
品
代
・
人
件
費
等

の
明
細
を
聞
い
て
く
れ
と

頼
ん
で
も
、
市
は
必
要
な

い
と
言
う
。
１
千
万
円
も

の
事
業
請
求
が
「
一
式
」

で
よ
い
も
の
か
。

副
市
長　
恋
人
の
聖
地
事

業
の
パ
ッ
ク
と
の
こ
と
な

の
で
、
個
々
に
聞
く
必
要

も
提
出
す
る
必
要
も
な
い
。

問　
こ
ん
な
不
透
明
な
事

業
は
な
い
。
５
０
０
万
円

も
請
求
さ
れ
た
１
回
１
時

間
だ
け
の
授
業
で
子
ど
も

た
ち
は
何
を
学
べ
た
の
か
。

教
育
長　
「
お
花
っ
て
い

い
な
」
と
の
心
を
得
た
。

問　
た
っ
た
１
校
１
学
年

の
児
童
し
か
体
験
で
き
な

い
授
業
に
５
０
０
万
円
は

不
公
平
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
全
て
に
お
い
て

公
平
に
は
で
き
な
い
。

問　
今
年
予
定
の
市
内
華

道
家
の
花
育
予
算
は
。

教
育
次
長　
約
１
３
９
万

円
。

問　
假
屋
崎
氏
に
多
額
な

ギ
ャ
ラ
を
払
う
よ
り
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

副
市
長　
検
討
す
る
。

ド
ロ
ー
ン
活
用

問　
市
で
は
災
害
時
の
ド

ロ
ー
ン
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
で
き
て
い
る
か
。

消
防
長　
ド
ロ
ー
ン
の
有

効
性
は
確
認
し
て
お
り
、

消
防
団
で
も
導
入
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
早
期
に
作

る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　
自
由
に
使
え
る
税
収

は
何
に
使
用
さ
れ
た
か
。

総
務
部
長　
約
39
億
円
の

う
ち
約
13
億
円
が
使
え
た
。

教
育
・
民
生
費
が
大
き
く
、

道
路
修
繕
・
産
業
振
興
等

に
充
当
。
庁
舎
建
設
基
金

に
も
使
っ
た
。

問　
主
に
事
業
補
助
で
使

い
切
る
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
部
長　
そ
の
と
お
り
。

農
家
支
援
策

問　
人
手
不
足
施
策
は
考

え
て
い
る
か
。
市
が
推
進

す
る
Ｊ
Ａ
の
ア
プ
リ
は
使

い
づ
ら
い
。
他
の
使
い
や

す
い
短
時
間
バ
イ
ト
対
応

の
ア
プ
リ
を
探
さ
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　
探
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

問　
職
員
調
査
の
後
、
ど

ん
な
対
応
を
し
た
の
か
。

総
務
部
長　
苦
情
相
談
制

度
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

資
料
を
周
知
し
た
。

問　

名
指
し
さ
れ
た
市

長
・
副
市
長
・
議
員
へ
の

対
応
が
全
く
な
い
。
部
長

が
対
応
で
き
る
は
ず
も
な

い
。
市
長
部
局
・
議
会
が

互
い
に
対
応
で
き
る
場
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

市
長　
議
会
と
話
し
た
い
。

問　
市
長
は
い
ま
だ
に
業

務
時
間
外
の
指
示
メ
ー
ル

を
送
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　
議
員
指
摘
後
、
午

前
８
時
に
届
く
よ
う
に
し

た
。

なぜ假屋崎氏は明細を出さぬのか

恋人の聖地事業のため

石合 敬 議員

議場やトイレに花を飾る
想いは、假屋崎氏の1000
万円イベントより大切な
ものと私は思う

いつも飾ってもらう花たち

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



一般質問

2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日　第 180 号 20
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　
合
理
的
配
慮
は
障
が

い
を
持
つ
人
々
が
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
公
平

な
扱
い
を
受
け
、
自
己
実

現
を
図
る
た
め
の
重
要
な

一
歩
と
な
る
が
、
環
境
整

備
や
普
及
啓
発
活
動
等
の

推
進
に
ど
う
取
り
組
ん
で

き
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
事
業
者

に
求
め
ら
れ
る
合
理
的
配

慮
の
取
組
な
ど
の
説
明
会

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
が
、
内
容
周
知
が
不
足

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
周

知
し
て
い
く
。

問　
事
業
者
が
合
理
的
配

慮
を
的
確
に
提
供
す
る
た

め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
等
の
環
境

整
備
も
重
要
と
な
っ
て
く

る
。
須
坂
市
に
は
合
理
的

配
慮
提
供
に
よ
る
新
た
な

費
用
に
対
し
て
助
成
事
業

は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
本
市
で

は
費
用
の
助
成
は
行
っ
て

い
な
い
。
全
国
的
に
も
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
小
諸
市
・
塩
尻
市
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
作
成
費
用
と
し
て

５
万
円
、
物
品
の
購
入
費

と
し
て
20
万
円
を
助
成
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

小
諸

市
・
塩
尻
市
の
現
状
を
確

認
す
る
。

問　
音
声
コ
ー
ド
は
２
次

元
の
バ
ー
コ
ー
ド
。
紙
媒

体
に
半
円
で
切
り
欠
き
を

入
れ
る
こ
と
で
、
視
覚
障

が
い
者
が
そ
の
部
分
に
触

れ
る
と
位
置
が
わ
か
る
と

い
う
合
理
的
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
。
公
的
な
通
知

文
書
な
ど
へ
の
音
声
コ
ー

ド
（
ユ
ニ
ボ
イ
ス
）
の
記

載
は
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
音
声
コ

ー
ド
を
印
刷
し
た
文
書
は

な
い
が
、
本
市
で
発
行
し

て
い
る
「
福
祉
の
し
お
り
」

に
、
音
声
コ
ー
ド
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
受
給
者
に
十
分

な
食
糧
支
援
等
の
対
応
を

問　
生
活
保
護
受
給
者
Ａ

さ
ん
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か

ら
届
け
ら
れ
た
食
糧
品
は

絶
対
量
が
足
り
ず
、
家
族

３
人
で
２
週
間
、
ど
う
過

ご
し
て
い
く
か
途
方
に
暮

れ
た
と
い
う
事
案
が
あ
っ

た
。
せ
め
て
、
次
の
生
活

保
護
費
支
給
日
ま
で
の
間
、

十
分
な
食
糧
支
援
は
で
き

な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
食
糧
支

援
事
業
は
寄
附
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
事
業
の
た

め
、
品
物
や
数
量
の
希
望

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
ま
た
、
在
庫
状
況

に
よ
り
発
送
で
き
る
量
の

変
動
も
あ
り
、
発
送
頻
度

も
実
施
団
体
で
定
め
て
い

る
。

　
生
活
費
が
足
り
な
い
、

恒
常
的
に
食
糧
支
援
が
必

要
と
い
う
場
合
に
は
、
担

当
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

視覚障がい者宛て公的通
知文書情報に音声コード
( ユニボイス ) を記載し、
合理的配慮を

合
理
的
配
慮
の
普
及
啓
発
活
動
は

Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
周
知
し
て
い
く

堀内 章一 議員

合理的配慮がなされた印刷物

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果
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一般質問

第 180 号　2024 年 ( 令和 6 年 ) 11 月 1 日21
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　

須
坂
市
の
人
口
は
減

少
し
続
け
て
お
り
、
令
和

５
年
に
は
４
万
８
８
０
４

人
で
最
大
時
よ
り
６
千
人

減
で
あ
る
。
人
口
増
加
策

に
本
気
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
、
人
口
減
少
は
食
い

止
め
ら
れ
な
い
。

　
人
口
増
加
策
に
は
、
働

く
場
所
と
、
住
む
場
所
の

確
保
が
、
最
も
重
要
だ
と

考
え
る
。
働
く
場
所
は
、

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
の
企

業
で
２
千
人
以
上
の
雇
用

が
生
ま
れ
る
。
住
む
場
所

は
、
こ
こ
で
働
く
人
達
に

は
、
長
野
市
で
は
な
く
須

坂
市
に
で
き
る
だ
け
多
く

移
住
、
定
住
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
る
。
住
宅

建
築
に
当
た
っ
て
は
、
予

算
や
環
境
や
職
業
等
の
条

件
で
、
多
様
な
場
所
の
選

択
が
可
能
だ
が
、
須
坂
市

の
住
宅
建
築
の
動
向
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 

昨
年
度
の
須
坂
市
の
住
宅

建
築
数
は
２
０
１
戸
、
過

去
10
年
間
で
２
０
９
３
戸
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
内

の
宅
地
へ
の
住
宅
建
築
の

状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

既
存
宅
地
に
住
宅
建
築
は

可
能
。
業
者
分
譲
は
不
可

能
。
農
業
用
宅
地
は
用
途

変
更
が
必
要
。
須
坂
市
内

で
は
昨
年
度
26
戸
、
過
去

10
年
間
で
１
８
２
戸
建
築
。

問　

市
街
化
調
整
区
域
内

の
農
地
へ
の
住
宅
建
築
の

状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

分
家
住
宅
、
農
家
住
宅
は

農
業
者
や
そ
の
子
ど
も
だ

け
が
可
能
。
須
坂
市
内
の

農
家
、
分
家
住
宅
の
建
築

戸
数
は
昨
年
度
９
戸
、
過

去
10
年
間
で
80
戸
。

問　

都
市
計
画
法
第
34
条

第
11
号
指
定
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

市
街
化
調
整
区
域
内
の
人

口
減
少
防
止
策
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
伝
統
文
化

の
維
持
等
の
た
め
に
建
築

条
件
を
緩
和
し
た
。
16
年

か
ら
日
野
、
豊
洲
、
日
滝
、

井
上
、
高
甫
と
順
次
指
定

し
た
。
指
定
地
区
内
で
３

０
０
㎡
以
上
の
敷
地
に
は

基
本
的
に
誰
で
も
住
宅
建

築
が
可
能
。

障
が
い
者
へ
の
相
談
と
支

援
に
つ
い
て

問　

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格

と
業
務
内
容
と
人
数
は
。

健
康
福
祉
部
長 

事
業
所

と
の
調
整
、
計
画
作
成
を

し
、
悩
み
相
談
に
、
情
報

提
供
や
助
言
を
す
る
。
相

談
支
援
や
介
護
の
実
務
経

験
が
３
年
か
ら
10
年
あ
る

方
が
、
相
談
支
援
従
事
者

初
任
者
研
修
を
受
講
し
て

資
格
を
取
得
で
き
る
。
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
人
数
は
７
事

業
所
で
16
人
。

問　

相
談
支
援
の
課
題
と

改
善
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　

利
用
者

に
も
制
度
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
関
係

者
全
員
で
、
課
題
に
対
し

て
議
論
を
し
て
い
く
。

荒井 一彦 議員

住宅建築の促進で人口増加を

前向きに検討する

井上地区の都市計画法第 34 条第 11 号区域指定図
（他に日野、豊洲、日滝、高甫地区を指定）

【千載一遇のチャンス】を
他市に取られない対策が
必要
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問　

猛
暑
に
よ
る
暑
さ
対

策
と
し
て
空
調
整
備
や
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
導
入

な
ど
進
め
て
い
る
。
夏
場

の
運
動
不
足
の
解
消
、
部

活
動
地
域
移
行
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
、
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
活
用
、
避
難
場
所

と
し
て
も
今
後
空
調
整
備

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
。

教
育
長　

空
調
設
備
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
熱
中
症

予
防
は
も
と
よ
り
、
快
適

な
学
習
環
境
の
提
供
な
ど

様
々
な
用
途
に
資
す
る
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
。
設

置
に
は
断
熱
工
事
も
必
要

に
な
り
、
大
規
模
な
改
修

と
な
る
た
め
、
最
低
で
も

億
単
位
の
経
費
が
か
か
る

も
の
と
見
込
ん
で
お
り
、

現
状
で
の
設
置
は
困
難
と

考
え
て
い
る
。
長
野
市
で

小
学
校
３
校
を
対
象
に
体

育
館
で
の
エ
ア
コ
ン
試
験

導
入
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
検
討
材

料
の
参
考
に
し
て
い
く
。

問　

保
育
園
へ
の
欠
席
の

報
告
や
、
あ
る
い
は
園
か

ら
家
庭
へ
の
各
種
通
知
の

発
信
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
捗
状
況
は
。
学
校
で

も
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で

い
る
と
思
う
が
、
学
校
と

家
庭
と
の
連
絡
ツ
ー
ル
は

統
一
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

保
育
園
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
12
月
か

ら
２
園
で
運
用
開
始
し
、

来
年
１
月
か
ら
残
り
８
園

で
運
用
開
始
を
計
画
し
て

い
る
。
学
校
と
保
護
者
と

の
連
絡
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
現
在
「
オ
ク
レ
ン
ジ

ャ
ー
」
ま
た
は
「
テ
ト
ル
」

の
い
ず
れ
か
を
各
学
校
の

判
断
で
利
用
し
て
い
る
。

テ
ト
ル
は
市
内
全
校
で
教

職
員
が
利
用
し
て
い
る
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム

C
4
t
h
（
シ
ー
フ
ォ
ー

ス
）
と
連
携
し
て
お
り
、

テ
ト
ル
を
利
用
し
て
保
護

者
が
送
信
し
た
欠
席
連
絡

が
自
動
的
に
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
テ
ト
ル
へ
の
切
り

替
え
を
働
き
か
け
、
今
年

度
中
に
全
校
で
統
一
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
る
。

保
育
に
つ
い
て

問　

現
在
、
須
坂
市
の
公

立
保
育
園
に
男
性
の
保
育

士
が
い
な
い
。
男
女
問
わ

ず
な
り
手
不
足
が
叫
ば
れ

る
中
、
今
後
の
男
性
保
育

士
を
含
め
た
人
員
配
置
の

考
え
は
。

教
育
次
長　

女
性
・
男
性

に
関
わ
ら
ず
、
募
集
を
続

け
て
い
る
が
男
性
の
応
募

者
が
い
な
い
状
況
。
市
内

高
校
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

保
育
士
も
参
加
し
、
保
育

士
の
魅
力
や
保
育
現
場
、

働
き
方
の
変
化
な
ど
を
知

っ
て
も
ら
い
保
育
資
格
を

取
得
す
る
道
へ
進
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て

い
る
。
今
後
、
男
性
の
保

育
士
を
任
用
し
た
場
合
は
、

男
性
視
点
を
生
か
せ
る
よ

う
な
配
置
を
し
た
い
。

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
を

億
単
位
の
経
費
が
か
か
る
た
め
困
難

このまま温暖化が進めば
対応が迫られるようにな
ると思う

野崎 天馬 議員

長野市の小学校などで試行的に
導入されたスポットクーラー

現在須坂市で使われている
オクレンジャーとテトル

議
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審
議
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問　
公
民
館
活
動
に
係
わ

る
社
会
教
育
主
事
の
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
地
域

公
民
館
へ
の
配
置
状
況
は
。

社
会
共
創
部
長　
社
会
教

育
主
事
は
い
な
い
。
生
涯

学
習
推
進
課
に
社
会
教
育

主
事
講
習
を
修
了
し
た
有

資
格
者
１
名
と
、
生
涯
学

習
指
導
員
１
名
を
配
置
し

て
い
る
。

問　
社
会
教
育
活
動
を
発

展
さ
せ
る
社
会
教
育
委
員

制
度
は
あ
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　
社
会
教

育
委
員
は
８
名
い
る
。
定

例
会
や
県
主
催
の
研
修
会
、

教
育
委
員
と
の
懇
談
会
な

ど
に
参
加
し
、
社
会
教
育

に
対
す
る
住
民
と
行
政
と

を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
っ
て

い
る
。

時
代
に
あ
っ
た
公
民
館
活

動
の
新
た
な
発
展
を

問　
国
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
あ
な
た
の
町
の
公
民
館

づ
く
り
」
で
は
、
「
時
代

背
景
や
社
会
の
構
造
、
国

民
意
識
や
そ
の
成
熟
度
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、

公
民
館
の
役
割
や
講
座
の

在
り
方
の
見
直
し
が
必
要

だ
。
子
ど
も
や
若
者
、
働

き
盛
り
の
世
代
の
人
も
含

め
て
地
域
住
民
全
体
が
気

軽
に
集
え
る
、
人
間
力
の

向
上
等
を
中
心
と
し
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る

拠
点
へ
と
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　
新
た
な
公
民
館
活
動
の

発
展
の
た
め
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
役
割
を
持
つ
社
会
教

育
主
事
を
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
や
地
域
公
民
館
に
配

置
し
、
社
会
教
育
委
員
の

活
動
も
抜
本
的
に
改
善
す

べ
き
で
は
。

社
会
共
創
部
長　
生
涯
学

習
推
進
課
や
各
地
域
公
民

館
の
職
員
は
、
講
習
や
研

修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

専
門
的・技
術
的
な
助
言・

指
導
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
。
地
域
の
ニ

ー
ズ
や
時
代
の
変
化
に
応

じ
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し

た
事
業
計
画
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
あ
っ
た
施

設
運
営
を
し
て
い
く
。
社

会
教
育
委
員
の
活
動
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

問　
井
上
小
学
校
の
児
童

ク
ラ
ブ
と
井
上
地
域
公
民

館
を
一
体
型
で
建
設
す
る

目
的
は
。

社
会
共
創
部
長　
児
童
ク

ラ
ブ
と
地
域
公
民
館
で
は

利
用
者
層
が
異
な
る
が
、

一
体
型
の
施
設
と
な
る
こ

と
で
施
設
間
で
の
連
携
が

図
り
や
す
く
な
り
、
世
代

間
交
流
が
醸
成
さ
れ
る
。

ま
た
、
共
同
事
業
が
実
施

し
や
す
く
な
り
、
地
域
内

の
多
様
な
世
代
が
集
ま
り

交
流
の
場
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
、
地
域
全
体
の
活
性

化
を
進
め
る
上
で
の
拠
点

施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
地
域
住
民

の
利
便
性
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
向
上
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
。

公民館活動に係る社会教育主事は

配置されていない

竹内 勉 議員

ふるさと応援寄附金の使
い方がマンネリ化してい
る。じっくり考えた使い
方が必要では

気軽に安心して寄れる「居場所」としての公民館を
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空
家
の
現
状
問
題
と
対
策

に
つ
い
て

問　
空
き
家
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
住
居
の

予
定
が
な
い
、
ま
た
は
、

未
定
の
場
合
に
お
い
て
解

体
予
定
が
あ
る
・
解
体
の

方
向
で
考
え
て
い
る
と
し

た
方
が
31
％
あ
っ
た
。

　
管
理
不
全
空
家
が
、
住

宅
用
地
の
特
例
措
置
に
よ

る
固
定
資
産
税
等
の
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
で
、
今
後
、
解
体

を
視
野
に
入
れ
る
方
が
さ

ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
一
方
、
国
土
交
通
省
は

老
朽
化
し
た
建
物
や
空
家

を
減
ら
す
目
的
で
、
解
体

補
助
金
制
度
を
創
設
し
た
。

長
野
市
で
は
「
老
朽
危
険

空
家
の
判
定
通
知
」
を
受

け
た
空
家
に
は
、
特
定
空

家
等
に
準
じ
て
解
体
費
用

の
補
助
を
し
て
お
り
、
近

隣
の
市
で
も
同
様
の
制
度

が
あ
る
。

　
全
国
で
は
、
老
朽
危
険

家
屋
撤
去
補
助
金
、
都
市

景
観
形
成
危
険
家
屋
解
体

補
助
金
の
名
称
で
、
建
築

物
の
解
体
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

　
今
後
の
須
坂
市
の
老
朽

空
家
の
解
消
、
空
家
対
策

に
ぜ
ひ
採
用
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

空
家
対
策
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お

い
て
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
国
の
補
助

金
制
度
の
活
用
を
始
め
他

自
治
体
な
ど
の
状
況
を
調

査
し
、
解
体
補
助
を
含
め
、

よ
り
効
果
的
な
補
助
金
交

付
制
度
を
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問　
空
家
の
利
活
用
が
あ

ま
り
に
も
進
ま
な
い
、
ま

た
、
解
体
す
べ
き
と
思
わ

れ
る
空
家
の
多
さ
に
、
国

も
老
朽
空
家
の
解
体
に
舵

を
切
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ

る
。

　
住
宅
地
で
空
き
地
が
あ

れ
ば
、
子
育
て
世
代
の
需

要
が
多
い
戸
建
て
住
宅
は

短
期
間
に
開
発
さ
れ
、
景

観
や
環
境
の
保
全
に
寄
与

す
る
。

　
老
朽
空
家
の
解
決
に
解

体
の
推
進
は
欠
か
せ
な
い

と
考
え
る
が
、
県
内
19
市

の
解
体
補
助
金
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
移
住
・
定
住
に
と
っ
て

も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

人
口
の
社
会
増
に
も
寄
与

す
る
。
速
や
か
な
制
度
設

計
を
し
て
欲
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

解
体
補
助
金
は
13
市
で
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
今
す
ぐ
制
度
設
計
し

て
、
来
年
度
、
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
市
長
は
ど

う
考
え
る
か

市
長　
何
で
も
私
が
決
め

て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
で

は
な
い
。

老
朽
空
家
対
策
に
解
体
補
助
金
を

前
向
き
に
研
究
・
検
討
す
る

インター周辺開発が、
イオンモールの建設工事
でようやく現実味をおび
てきた

西脇 隆 議員

空家解体！新たに移住する人が住宅を建てるようです

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果

一
般
質
問

d02983
にしわき
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全会一致による可決案件
番 号 件 名

議案第 67号 2024 年度同報系防災行政無線設備機能強化
工事請負契約の締結

議案第 68号 除雪ドーザ（14 ｔ級）の取得
議案第 69号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更
議案第 70号 市道の認定
議案第 71号 須坂市監査委員に関する条例の一部を改正する条例

議案第 72号 須坂市福祉医療費資金貸付基金条例の一部を改
正する条例

議案第 73号 須坂市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例
議案第 74号 須坂市国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第 75号 須坂市地域包括支援センターの設置者が遵守す
べき基準を定める条例の一部を改正する条例

認定第１号 2023 年度須坂市一般会計歳入歳出決算認定

認定第２号 2023 年度須坂市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定

認定第３号 2023 年度井上、幸高、九反田、中島財産区
特別会計歳入歳出決算認定

認定第４号 2023 年度須坂市介護保険特別会計歳入歳出
決算認定

認定第５号 2023 年度須坂市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定

認定第６号 2023 年度須坂市水道事業会計決算認定
認定第７号 2023 年度須坂市下水道事業会計決算認定
認定第８号 2023 年度須坂市宅地造成事業会計決算認定
議案第 76号 2024 年度須坂市一般会計補正予算第３号

番 号 件 名

議案第 77号 2024 年度須坂市国民健康保険特別会計補正
予算第２号

議案第 78号 2024 年度井上、幸高、九反田、中島財産区
特別会計補正予算第１号

議案第 79号 2024 年度須坂市介護保険特別会計補正予算第１号

議案第 80号 2024 年度須坂市後期高齢者医療特別会計補
正予算第１号

請願第3号
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
求める請願（採択）
請願者：須高地区労働組合会議議長 植木浩司、長野県憲法
擁護連合代表委員 松澤佳子
紹介議員 : 岩田修二

同意第 7号 教育委員会委員の任命（同意）
湯本理恵氏（新）

諮問第 1号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
こと （意義なき旨を答申）
青木保憲氏（再）　宮入 靖氏（新）長坂三由紀氏（新）

意見書第 5号
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
求める意見書
提出者：福祉環境委員会

意見書第 6号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書
提出者：福祉環境委員会

意見書第 7号
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべ
てのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書
提出者：福祉環境委員会

意見書第 8号
改正地方自治法の「国の指示権」に対する慎重
かつ適切な行使を求める意見書
提出者：総務文教委員会

意見書第 9号
小中学校の給食の無償化と質の向上を国に求め
る意見書
提出者：総務文教委員会

（件名は一部省略しています）

■■■■■■ ９月定例会の議決結果 ■■■■■■

賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

議案等名

議決
結果

市民共創会 いいよね須坂 共産 清風会 輝奏会 貴和会 シ

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

岩
田
修
二

浅
野
隆
義

山
崎
永
一

西
脇 

隆

早
川
航
紀

野
崎
天
馬

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

霜
田 

剛

中
島
義
浩

岡
田
宗
之

浅
井
洋
子

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合 

敬

意見書
第 10号

現行の健康保険証の存続
を求める意見書	
提出者：宮本泰也、竹内　勉

否決 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● － ● ● ○

☆　○は賛成　●は反対　△は退席
☆　議長　浅井洋子　は可否同数以外は採決に加わらない
☆　会派名の略称：共産→日本共産党　　シ→シュプリンゲン

陳
情
審
査
結
果

●
陳
情
第
３
号

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　
陳
情
者

　
長
野
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
会
長　
宮
沢
裕
夫

　
採
決
結
果

　
聞
置

（
福
祉
環
境
委
員
会
）

●
陳
情
第
４
号

国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫

負
担
の
増
額
を
求
め
る
陳
情

　
陳
情
者

　
長
野
県
社
会
保
障
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
会

　
　
代
表
委
員　
宮
沢
裕
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
５
名

　
採
決
結
果

　
趣
旨
了
承（

福
祉
環
境
委
員
会
）

●
陳
情
第
５
号

政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施

設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
す
べ
て

の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や
人

員
増
を
求
め
る
陳
情

　
陳
情
者

　
長
野
県
医
療
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
連
合
会

　
　
執
行
委
員
長　
小
林
吟
子

　
採
決
結
果

　
趣
旨
了
承（

福
祉
環
境
委
員
会
）

提出議案・
議決結果

議
決
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議

一
般
質
問
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10
月
１
日
、
湯
っ
蔵

ん
ど
で
、
飯
山
、
中

野
市
議
会
議
員
と
合

同
研
修
会
を
開
催

３
市
議
員
56
名
が

参
加
し
、
長
野
県
立

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教

授
で
学
部
長
の
穴
山

悌
三
氏
か
ら
「
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
業
の
変
革
」

と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

北
信
３
市
議
会
で

は
、
議
員
資
質
向
上

と
情
報
交
換
の
た
め
、

毎
年
、
合
同
で
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
。

８
月
25
日
、
須
坂
市

総
合
防
災
訓
練
に
先

立
っ
て
開
催
し
、
避

難
所
訓
練
参
加

早
朝
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
メ
ー
ル
連

絡
と
電
話
に
よ
る
緊

急
伝
達
訓
練
を
行
っ

た
後
、
各
議
員
は
自

宅
か
ら
居
住
地
ご
と

に
総
合
訓
練
会
場
の

北
部
体
育
館
、
東
中

学
校
、
高
甫
小
学
校

に
避
難
し
た
。

今
年
の
総
合
防
災

訓
練
は
、
よ
り
実
際

の
災
害
発
生
に
近
い

状
況
を
想
定
し
て
行

わ
れ
、
各
議
員
は
活

動
服
や
私
服
な
ど

各
々
の
服
装
や
移
動

手
段
で
避
難
所
に
参

集
し
訓
練
に
参
加
し

た
。

８
月
７
日
、
市
長
が
法
務
省
を
訪
問
し
、

法
務
大
臣
あ
て
に
市
長
、
議
長
連
名
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。

長
野
刑
務
所
で
は
、
敷
地
内
の
井
戸
を

利
用
し
た
専
用
水
道
に
よ
り
給
水
し
て
い

る
が
、
須
坂
市
水
道
水
を
使
用
さ
れ
る
よ

う
改
め
て
要
望
し
た
。

北
信
３
市
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

「
長
野
刑
務
所
等
に
お
け
る

須
坂
市
水
道
水
の
使
用
に
関

す
る
要
望
書
」を
提
出

須
高
市
町
村
議
会
議
員
研
修
交
流
会

須
坂
市
議
会
防
災
委
員
会
を
開
催

●
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書

●
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

●
小
中
学
校
の
給
食
の
無
償
化
と
質
の
向
上
を
国
に
求
め
る
意
見
書

●
政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア

　

  

労
働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求
め
る
意
見
書

●
改
正
地
方
自
治
法
の
「
国
の
指
示
権
」
に
対
す
る
慎
重
か
つ
適
切
な
行

　

  

使
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

意
見
書

★ 
�

意
見
書
は
国
会
や
国
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

選
択
議
定
書
の
批
准
は
女
性
の
人
権
保
障
、
女
性
差
別
撤
廃
の
取
組
を
強

化
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
国

に
お
い
て
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
を
速
や
か
に
批
准
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

公
的
医
療
保
険
は
、
国
民
に
平
等
に
医
療
を
保
障
す
る
た
め
の
仕
組
み
で

あ
り
、
加
入
す
る
保
険
に
よ
っ
て
、
負
担
や
給
付
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ

と
は
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
。
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫
負
担
の
増
額

を
強
く
求
め
る
。

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
給
食
費
の
無
償
化
を
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
や
、
給
食
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
支
援

策
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
適
切
な
対
応
を
講
じ
る
よ
う
国
に

求
め
る
。

ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
全
産
業
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
医

療
や
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
人
員
配
置
増
に

つ
な
げ
る
よ
う
、
政
府
の
責
任
に
お
い
て
、
全
額
公
費
に
よ
る
追
加
の
賃
上

げ
支
援
策
を
実
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

国
が
地
方
自
治
体
に
指
示
で
き
る
「
指
示
権
」
の
創
設
は
、
民
主
主
義
の

根
幹
を
な
す
地
方
自
治
や
対
等
を
原
則
と
す
る
国
と
地
方
の
関
係
性
を
変
容

す
る
可
能
性
を
は
ら
む
。
地
方
公
共
団
体
の
自
主
的
・
自
立
的
な
運
営
を
担

保
す
る
た
め
、
事
前
に
地
方
公
共
団
体
と
の
協
議
、
調
整
を
十
分
に
行
う
な

ど
、
指
示
権
を
慎
重
か
つ
適
切
に
行
使
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

議

動

会

き

の

意見書全文は
こちら

７
月
23
日
、
高
山
村

保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
で
議
員
研
修
会

を
開
催

須
坂
、
小
布
施
、

高
山
の
須
高
３
市
町

村
の
議
員
約
50
名
が

参
加
し
、
長
野
県
立

大
学
中
村
稔
彦
准
教

授
に
「
攻
め
る
自
治

体
「
東
川
町
」
地
方

創
生
・
地
域
活
性
化

の
実
践
モ
デ
ル
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

07
年
か
ら
16
年
度

ま
で
人
口
も
地
方
税

収
も
５
％
以
上
増
加

し
た
全
国
52
市
町
村

（
政
令
市
等
除
く
）

の
中
で
、
北
海
道
東

川
町
は
顕
著
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

積
極
的
な
補
助
金

活
用
な
ど
に
よ
る
大

型
公
共
施
設
整
備
、

子
育
て
支
援
、
少
子

化
対
策
な
ど
「
東
川

ス
タ
イ
ル
」
の
改
革

を
解
説
い
た
だ
い
た
。
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須
坂
市
議
会
70
年
の
あ
ゆ
み
に
寄
せ
て

　
市
制
施
行
以
来
70
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
の
様
々
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
本

市
の
礎
を
築
き
上
げ
、
発
展
に
導
い
て

く
だ
さ
っ
た
市
民
の
皆
様
や
先
輩
議
員

各
位
に
対
し
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
い
、
多
様
な
市
民
意
見
を
集

約
し
須
坂
市
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
議
会
で
は
こ
れ

ま
で
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
70
年
を
節
目
に
、
過
去
を
振
り

返
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
議
員
力
を
高

め
、
若
い
方
や
女
性
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
本
市
議
会
活
動
に
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
須
坂
市
議
会
　
　
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
洋
子

コラム

市制施行に伴い旧町議員62人が市議に、翌1955年の第1回目の市議
会議員一般選挙で30人が当選しました。以降、東村合併直後を除き
議員定数は30人の時代が続き、1987年以降段階的に削減し、2007
年から20人になっています。
70年の間に実に249人（うち女性は6人）の方が市議会議員になりま
した。（事務局調べ）
選挙の投票率は市制施行後30年ほどは90％を超えていましたが、
徐々に低下し、直近では40％余でした。市政への関心を高める取組
が求められます。（下表参照）

市民249人が市議会議員に
 須坂市議会のあゆみ

投票率は 90％を超えていた
回 執行年月 議員定数 立候補者数 超過数 投票率
1 1955（昭和 30）.2 30 40 10 94.30 
6 1975（昭和 50）.2 30 38 8 93.67
9 1987（昭和 62）.2 28 29 1 87.08
12 1999（平成 11）.2 26 28 2 75.03
13 2003（平成 15）.2 24 25 1 62.42
14 2007（平成 19）.2 20 22 2 63.28
17 2019（平成 31）.2 20 20 0 無投票
18 2023（令和５）.2 20 22 2 40.23

( 須坂市議会議員一般選挙の状況 )

1954（昭和29）.４.１ 須坂市誕生　須坂町、豊洲村、日野村が合併
県内7番目の市　人口30,576人

1954（昭和29）５月 須坂市議会臨時会　総額　1億9,000万円余
の本予算議決

1955（昭和30）.１.１ 井上村、高甫村編入合併
（仁礼村と豊丘村が合併し東村に）

1964（昭和39）.12.23 現市庁舎完成　議場は新庁舎3階に移転
1971（昭和46）.４.30 東村を編入合併し現在の市土面積になる

人口45,777人
1980（昭和55）.５.１ 「市議会報すざか」創刊
1980（昭和55）.６.７ 市役所東庁舎完成　２、３階が議会棟に
1990（平成２）９月定例会 須高ケーブルテレビ（現グーライト）で一般

質問の中継開始
1999（平成11） 委員会を原則公開に
1999（平成11）.６.11 市議会議員倫理確立特別委員会を任意設置

(翌年6月定例会　須坂市政治倫理条例制定）
2000（平成12）９月定例会 会議での呼称を「君」から「議員」に
2001（平成13）12月定例会 一般質問に一問一答方式を導入
2003（平成15）３月定例会 ３常任委員会で審査は1日1委員会に

委員と執行部が対面式に着座
2003（平成15）６月定例会 議場に質問席を設置し、一般質問も対面式で
2005（平成17）.11 議長交際費使途を公開

同年度分から政務活動費の収支状況公表
2008（平成20）６月定例会 本会議のインターネット録画配信開始
2009（平成21）.12.18 試行を経て予算決算特別委員会を通年設置
2010（平成22）３月定例会 請願、陳情者の委員会での趣旨説明が可能に
2012（平成24）.４ 傍聴者のための託児、手話通訳を予算化
2016（平成28）.５.１ 「市議会報すざか」から「こんにちは須坂市議

会です」に
2021（令和３）８月 ペーパーレス会議システム・タブレット端

末を導入
2022（令和４）12月定例会 委員会のオンライン出席を可能に
2023（令和５）６月定例会 本会議場の大型モニターに資料や発言者の

映像、発言を表示
2023（令和５）.８.１ 初めての議会だよりモニター委嘱
2024（令和６）３月定例会  一般質問もオンラインで行えるよう会議規

則等の改正　須坂市議会におけるハラスメ
ントの防止等に関する要綱制定
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教えて !教えて ! 議会のこと議会のこと

須坂市議会70年のあゆみ
市制施行70周年

須坂市花と緑の
まちづくり事業
マスコット
キャラクター

「かんなちゃん」

　1954年（昭和29年）4月1日に須坂市が誕生しました。
　同年5月24日に須坂市議会臨時会が開催され、以来70年間、市民福祉の向上と
市勢発展のための様々な課題について議論し、議決してきました。70年間の須坂
市議会の改革の歩みを紹介します。

常盤町の旧市庁舎で開かれた議会の様子
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市民の声市民の声 coto²（コトコト）を運営する高校生に
インタビューしました。

平野稟（りん）さん　高校2年生　　伊藤梓（あずさ）さん　高校1年生

質問：コトコトをどうして知ったの？
稟さん：（当時）地域おこし協力隊の井上陽介さんと高校
入学の時に知り合い、この場所を知りました。義務教育で
はいろいろ制約があるけれど、今は好きにできる。
梓さん：姉がこの運営に携わっていました。
質問：この場所をどう思っていますか？
梓さん：家だと集中できない。行く場所があってうれしい。
ほっとステーションです。バスなど迎えの待ち時間に利用
しています。
稟さん：友達とおしゃべりができる場所がないので、コト
コトがあってよかった。利用者は市外から通う須坂高生が
多い。男子がもっといたらいいと思う。私の夢は小学校の
先生になることなので、子どもたちと関われるイベントや
交流ができればうれしい。
質問：須坂のまちづくりに期待したいことは？
稟さん・梓さん：（声をそろえて）イオンモールに期待し
ています。プリクラと映画館がほしい。イオンモールへの
バスを出してもらいたい。
梓さん：バスが 1時間に 1本しかないので、もっと利便性
を良くしてほしい。
質問：須坂の議員についてどう思う？
稟さん・梓さん：情報は新聞よりSNSが中心ですね。議員
さんが何をしたのか、何をしたいのかをアピールしていな
いのでよくわからないです。
最後に一緒に活動している井上陽介さんに一言
稟さん：親や先生や友だちに話せないことが相談できます。

■■■ 令和６年 9 月定例会本会議をインターネットで録画配信中  ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
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・
須坂市議会公式SNS

議会の予定や結果などを 
お知らせしています。
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令和 6 年 会期日程（予定）12月定例会

上記日程は変更になる場合があります。
一般質問の通告要旨は、11月29日以降、地域公民館等に配置します。
託児・手話サービスもあります。（事前に議会事務局へご連絡ください。）

月日・曜日 開議時刻 摘 要

 11月 26 日（火） 10:00 開会

 12 月 3 日（火）～ 6 日（金） 9:30 一般質問

　12 月 9 日（月）～11日（水） 9:00 予算決算特別委員会（分科会）
常任委員会

13 日（金） 14:00 予算決算特別委員会

17 日（火） 10:30 閉会

スマートフォンなどでスマートフォンなどで
「こんにちは須坂市議会です」電子書籍版を「こんにちは須坂市議会です」電子書籍版を

ご覧いただけますご覧いただけます
◀マチイロダウンロードは
　こちらから

NAGANOebooks（ナガノイーブックス）▶
はこちらから　
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